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序文

本書は、昭和29年以来発行を継続している文化財調査報告の第83集です。内容は、

平成15年度に国庫補助金を得て実施されました個人住宅の建設に伴う発掘調査の主要

な記録報告です。芦屋という地域を物語る人々の生活を示す諸資料を、研究をされて

いる全国の方々、関係機関への参考資料として、また、広く県民、市民一般の方々へ

の遺跡保存についてのご理解をいただくため、まとめました。

平成7年に発生した阪神・淡路大震災までに第25集を発行し、震災後は事業量も増

大して第26集～第83集の58冊を数え、発掘調査記録の公開に努めてまいりました。

文化財の保存と活用に役立てられ、その保護への取り組みがより 一層活性化し、普

及促進されるよう、望んでやみません。

ご協力いただきました地権者をはじめとする市民のみなさま、調査をご指導いただ

いた多くの方々に厚くお礼申し上げます。

平成22年3月31日

芦屋市教育委員会

教育長 藤原周―



例 言

1. 本書は、芦屋市教育委員会が平成15年度国庫補助事業として実施した市内遺跡発掘調査の概要報告書である。調

査費および遺物整理費は、総額35,500,000円で、国 1/2、県 1/4、市1/4の補助率である。
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調査対象遺跡は、当該年度に届出があり、確認調査や本発掘調査が必要となった10遺跡16地点である。なお、

既に報告書を公刊している 2遺跡4地点（徳川大坂城東六甲採石場岩ヶ平刻印群第79・81地点〔森岡 ・竹村綱

2006〕、元塚確認調査• 第2次確認調査〔竹村・白谷編2005〕）および調査内容から詳細な報告を要しない 4遺跡7

地点 （山芦屋遺跡Nll地点第2次確認調査、津知遺跡第200地点本発掘調壺、津知遺跡第206・215・217地点第2次

確認調査、棠ノ上遺跡第8地点確認調壺、若宮遺跡第40地点第2次確認調壺）については、第 1章において概略を

簡潔に述べるにとどめ、割愛した。

3. 平成15年度に実施した発掘調査は、 芦屋市教育委員会文化財課主査 （学芸員）森岡秀人、同課学芸員竹村忠洋、

同課嘱託（学芸員）坂田典彦、同課嘱託（学芸員）白谷朋世の 4名（当時）が担当した。国庫補助事業に関わる事

務については、文化財課課長西川孝夫、主査田中尚美が担当し、同課臨時的任用職員である亀井佳代・宮根恵子が

これを補佐した。

平成21年度に実施した報告書（本書）の編集・作成作業は、芦屋市教育委員会生涯学習課文化財担当主奔（学芸

員）森岡、同課学芸員竹村、同課嘱託（学芸員）坂田・白谷が担当し、同課嘱託（学芸員）平山裕之がこれを補佐

した。事務については、同課課長補佐細井良幸、同課課員春木和子が担当し、同課臨時的任用職員である田中智

美・カ武麻喜江がこれを補佐した。

事業の実施に際しては、文化庁文化財部および兵庫県教育委員会文化財室から指導・助言を受けた。

4. 発掘調査および遺物・資料整理作業（平成15年度）、報告書 （本書）編集・作成作業（平成21年度）には、上記

した職員 ・嘱託の他、下記の臨時的任用職員、文化財ボランティアが従事した。また、平成16年度には、出土遺物

の一部について実測作業を実施している。

相澤敦子・天羽育子・池田計彦・梅本素子・岡本美樹子・喜多川綾・楠 貴大・久保ふく子・桑原育世・

小島静子・近藤奈保子・須田佑子・住本孝太・高橋美代子・竹林裕一 ・多田尋美・中井みどり・長江真和・

仲谷由利子・西岡崇代・前田ひさ子・前田礼子・宮本 舞・山田みゆき・山本麻理・横森美和子
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本書の執筆と編集は、森岡・竹村・坂田・白谷の4名が行い、平山が補佐した。執筆分担については、目次およ

び本文末節に氏名を掲げた。本文中の遺跡名・地名・行政用語・法令については、平成15年度当時のものを使用

し、第 1・3章については、刊行段階の現状を記した部分がある。

6. 校正作業は、森岡・竹村・坂田・白谷の他、天羽・桑原・西岡・山本が担当した。

7し 方位について、真北を用いたものには挿図中の方位マークに「T.N.」と、磁北を用いたものには「M.N.Jと

表示した。なお、磁北は真北より 6°40'西に振っている。また、標高については、東京湾平均海水準 (T.p.) 

で表示している。

8. 標準土色帖で判定した褐色の「褐」字は、本書では「褐」を代字として使用した。

，
 

発掘調査および整理作業の過程で、下記の方々からご助言・ご教示を賜った。記して感謝いたします（五十音

順・敬称略）。

勇 正廣・北垣聰一郎• 関野 豊• 藤川祐作・古川久雄・松田和義・村川行弘・山村 薫・山本徹男・渡辺邦雄
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第 1章 平成15年度埋蔵文化財発掘調在の経過

第 1節総説

兵庫県芦屋市は、交通機関の至便性により阪神間有

数の住宅都市として弛まず発達し、柱礎の生活環境に

ウェイトを置いた街づくりが奔馳して行われてきた。

その下地として大正時代に進められた上下水道の整備

工事や各種ライフライン設備の早期の布置があり、昭

和9年 (1934)や昭和13年 (1938)に発生した精道村

時代の大風水害を乗り越えつつ、昭和15年 (1940)11 

月10日には剥疾、町を超越した市制施行を果たして、

戦後は国際文化住宅都市として発展してきた。市誕生

当時の人口は41,925人を数えるが、現在は昌慶し、面

積18.57kmの狭陰な市域に93,496人の市民が近称に庭

園都市宣言を行った美しい街並と透き通る渓声、叢生

する六甲連山や湾岸沿いの数多き操船を眺めつつ日々

生活を爽然と営んでいる。平成7年1月17日に発生し

た阪神・淡路大震災は、本市にとって予期せぬ多大な

嵯詑となったが、早くも15年の歳月が経過した。芦屋

という地名は、既に 『万葉集』の巻九にみえ、奈良時

代に遡るほど古い。近世にはこの芦屋以外に打出 ・三

条・津知の三村があって、明治22年 (1889)以降、合

して精道村と呼ばれてきたが、大正末年～昭和初年頃

には、駅名や公共機関名としてよく認知されている芦

屋村への改称を考える動向も存在した点ぱ注視すべき

であろう。「芦屋」は、古代にはもっと広域のエリア

を指しての地勢や景観と深く関わる地名であったと思

われ、高橋虫麻呂の歌に登場する「菟名負乙女の奥津

城」は、西灘・東明・住吉に所在する東西の求女塚、

処女塚の古墳時代前期の 3古墳を指し、葦の屋を冠す

ることからすれば、それらをカバーしてなお余りある

地域を包括すると見て大過ない。地理学者の島之夫が

能因法師の詠んだ「葦の屋の児昆陽の渡りに日は暮れ

ぬ、いっち行らん駒にまかせて」の歌や「葦のやのい

さこの山のそのかみにのほりて見れば布引の瀧」（読

人不知）の歌などを拠り所として、少数例ながらまさ

しく古代兎原郡の広がりが現伊丹市域に相当する）II辺

郡稲野村を東の世界として、西方は現神戸市の東半域

あたりまでのエリアがカバーされるとみる言説を開陳

しているが、頷ける考証であろう。中世以降に頻用さ

れる「蓋屋」は、イネ科の多年草である葦群落より見

劣りする植物上の含意を1方彿とさせるが、地域呼称と
しての範囲は当然柔軟な動きを伴ったと見るべきであ

ろう。古代における葦屋郷の存在は、まさしく視覚的

な郷心と不可分であり、海原・大原・兎原を包摂する

葦の屋の広大なイメージは既に瓦解している。 しか

し、島による戦前の指摘が彗眼と受け取れるのは、打

出より青木までを「芦屋浦」、西宮より住吉までの中
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第 1図 昭和初期の阪神国道

灘、住吉より生田へと至る大灘を括る総称として「芦

屋灘」と呼ぶ地名概念が広く地誌類に普及しているこ

と〔寛政8年刊「摂津名所図会」〕をもって、灘の語

源も芦屋灘に起源ありとする点であり、芦屋という地

域呼称の成り立ちゃ流動的変遷を歪曲することなく科

学的に精緻に考究する作業は、なお職務としても私た

ちに重く課せられた課題とみるべきだろう。

芦屋地域は、踪跡・伝承・物語・和歌・謡曲・軍記

など国文学史の上でも特筆に値する作品を育んできた

土地である。古来芦屋は人々の移住や立ち寄り、遊興

など流動性に加え、中央との接触に富んだところでも

あり、叙事詩的に見ても象徴的かつ美麗な言葉が文学

史の上に数多く残されている。蓋し第二次世界大戦の

最中である昭和19年(1944)に町名改正を積極的に行っ

たことも特異な行為であり、在原業平やその父阿保親

王への所縁を求めた急ぎの施策であったことが酎量さ

れよう。旧小字名の田中・徳塚• 平足・走り田が伊勢

物語に基づき業平町に、樋ノロ新田・中新田が雲林院

（謡曲）に拠り公光町に、久保・親王塚・地造り・堀

ノ内 ・川端 ・卿ノ本が阿保山親王寺縁起を礎として親

王塚町に改変していったことや、東京隅田川に架行す

る業平橋を多分に意識して名付けられた芦屋川の業平

橋もその一環と言えるが、忽々たる社会にあって、近

代史としての由来も次第に霧散しつつある。翻るに遺

跡の調在は自ら多くを語ろうとはしないが、土地に鍬

を入れ、過去の未知なる情報を土中から得、現出する

生々しい驚倒の物質資料を歴史の生き証人として市民

の地域遺産の枠組みに位置づけ、その記録を保存し、

現代・未来の人々へ継承していく第一歩と言える。そ

して、土地に根をしつかりおろした歴史の数々を通し

て、郷士芦屋の歩みに誇りと心に喪失しつつある豊か

さを取り戻す糧の一翼を担うものでもあるだろう。日

来、遺跡の保護には、ロゴスや法律の世界を超えた市

民の崇高なる理念と共有資産として保持する地宝に対

する某かの誇りと勇気が牽引力、推進力となっている

ことは言うまでもない。 （森岡秀人）
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第2節 芦屋市の地理的位置と地質・地
勢について

芦屋市は大阪湾に臨む高距932m弱を測る六甲山地

の南麓に東西2.4km、南北8.5kmの短冊形に近い狭い市

域を展開させ、東は西宮市に、西は神戸市に境を接

し、大阪湾に面している。六甲山地は衝上断層の成因

により床の間に屏風を立てたように背後に急激に迫

り、急流河川が複合扇状地を形成して海岸平野は頗る

狭陸である。農業用地の発達はかなり段階を踏んだこ

とが窺われ、近世までの集落は街村や塊村の形態を

採って大規模な広がりを持つものではない。しかし、

東西交通の回廊としての機能は官道が通過した旧摂津

国段階に既に確立し、古代山陽道をはじめ、江戸時代

の西国街道の活発な往来など、幹線的交通を背景とし

た当地域の発達が多くの証左をもって跡付けられる。

市域は東端が東経135度19分39秒（堀切川河口）、西端

が東経135度16分5秒（六甲越えにのこし峠付近）、南

端が北緯34度42分56秒（芦屋川河口）、北端は北緯34

度46分52秒（仁川水無谷茨谷尻）であり、市域の重心

点を求めるなら、その西方500m付近に六甲山中芦屋

川峡谷の巨石弁天岩が存在することになる。市域の基

盤は古生層と花尚岩から成り、その上を大阪層群や段

丘礫層が被覆し、最後に沖積層が形成される。硬質砂

岩や頁岩の互層から構成される古生層は地盤の隆起に

伴い浸食を受け、残存部が花尚岩体上に乗っかってい

る状態で点在分布する。踏青により会下山や金烏山な

どの六甲山地前山では上部古生層、下部花尚岩の浸潤

関係が確認できる場合があり、両者接触の部位には花

商岩の逍入に起因して強度の熱変成作用が認められ、

ホルンフェルス（変成岩）に変化している。花岡岩成

立の順序は布引花岡岩→六甲花尚岩の前後関係にあ

り、前者は鷹尾山の南麓台地辺りで初現してより以西

に頻出する。花尚岩体は芦屋川水車谷近辺で既に地下

230mを超える変位した深さにあって、明らかに芦屋

断層の影響を受け降下しており、海岸線付近で1000m

弱の低位置になるほどの急崖面が伏在している。急峻

な六甲山地には、山体の崩壊過程のバッドランドを成

第2図 昭和10年ごろの山手方面の航空写真
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す部分が目立ち、岩屑の供給とともに巨円礫と化した

転石が豊富である。中生代白亜紀後期に誕生したこの

花醐岩は、遺跡の面から見れば、横穴式石室や礎石、

徳川大坂城の石切場などに盛用されており、建材とし

ては近代建築や現代建築に、また民家の階段・石垣、

種々の石造物などにも多用されている。 （森岡）

第 3節 歴史的な変遷と市域の確立

省約ながら、市域の成り立ちを俯鰍しておきたい。

現在の芦屋市の前身は、精道村であり、明治21年

( 1888 ) に市制 • 町村制が公布され、大日本帝国憲法

の発布をみた翌22年に芦屋・打出・三条・津知の四村

が合併することにより誕生した。江戸時代後半期、こ

の四村は芦屋村と打出村が天領、三条村と津知村が尼

崎藩領に仕分けられていたが、明治4年 (1871)に幕

藩制下を離れ、兵庫県菅下に属して経過した。した

がって、芦屋市の基盤領域はこの四村のそれぞれのエ

リアに基礎を置くとみてよいが、領界争議は歴史的に

は存在した。天文24年 (1555)に勃発した芦屋庄ニヶ

村持山東西18町をめぐる芦屋の庄民による逃散事件は

特筆に値する出来事であり、江戸時代に入って寛保2

年 (1742)に至って再燃し、寛延3年 (1750) に裁定

が下されている（山論裁許状）。困窮する社会生活や

経済の不穏な時期に発生したものと言え、木々の切り

倒しや柴作りによる日々の賄い、支えとなる生業の深

刻な様子が垣間見える。農業適地の安定は出水の多

い芦屋川堤防の完備される猿丸安時時代の天保12年

(1841)を待たねばならなかった。しかし、この問題

は紆余曲折を経つつ近現代に持ち越されており、明治

11年 (1878)の図面（官民有地区別之儀に付伺添付）

に基づき、西宮から熊笹峠• 石宝殿白山権現道、とが

が尾をもって境と成すべしとの強い主張が昭和22年

(1947)に至って、「西宮市社家郷と芦屋市打出・芦

屋共有山との境界」問題申入れの形で浮上した。両市

の境界問題の麒甑は積年のものとは言え、双方の見解

の開きも大きく、その後も数回に亘る実地の調査や視

察を繰り返しているが、先年も日刊紙で根拠となって

いる旧い史料や絵図の重用が話題となった。こうした

西宮市と芦屋市の境界を証拠づける絵図が芦屋市役所

の副市長室金庫内に厳重に保管されていることを知っ

ている人は数少ない。なお、西宮市との境界の変動は

別にもみられ、昭和36年 (1961) 6月の市境上の日本

住宅公団における甲南土地造成に際しての深谷町・高

塚町・岩園町の一部の提供や交換行為がみられた点は

記憶に留めたい。芦屋の人口動態が激変するのは、大

正10年から同14年にかけての時期と思われる。陸地測

量部作成の大正12年 (1923)測図は住宅の面的増加が

際立っており、交通機関の飛躍的整備が要因をなし、

鉄道は大正9年の阪急電鉄芦屋川停留所の設置によ



り、主要なものは整備の完了を迎えている。昭和2年

(1927)の阪神国道の完成、国道電車の敷設、続く阪

神国道バスの開通もその後の変化を増幅させている。

大正9年 (1920)から大正14年 (1925)の統計人口の

大幅な変化 (11,151人→19,101人）は壮盛倍加する勢

いが読み取れ、女性人口の比率の高さも家事使用人の

含有傾向を直接反映したものだろう。その後の人口変

動の画期は阪神・淡路大震災による想像だにできな

かった猛威を受けての結果、発生の年の末期に瞬刻、

11,000人の人々が激減した時と考えられる。 （森岡）

第4節 埋蔵文化財保護の展開と国庫補
助事業による市内遣跡調査

平成15年度には、事業主が調査費を負担した所謂原

因者負担による記録保存調査を 7件実施している。そ

の内芦屋市が負担した公共工事（公園・道路）を含む

共同住宅関連のものについては、事業者と協定を締結

し、既に記録保存のための発掘調査報告書を公刊して

いる。国庫補助事業としては、確認調査3件、第 2次

確認調壺8件、本発掘調査5件の合計16件の調査を実

施しており、遺跡単位で掲げると、津知遺跡（第200

地点本発掘・第206地点第 2 次確認• 第215地点第2次

確認• 第217地点第2次確認）、岩ヶ平刻印群（第79地

点第 2 次確認• 第81地点本発掘）、清水遺跡（第22地

点第 2次確認）、若宮遺跡（第40地点第 2次確認）、元

塚（確認• 第2次確認）、堂ノ上遺跡 （第 8地点確認）、

芦屋廃寺遺跡（第89地点本発掘）、山告屋遺跡 (Nll

地点第 2 次確認）、金津山古墳（第12地点確認• 第12

地点本発掘）、寺田遺跡（第171地点本発掘）の 9遺跡

13地点を数える。このうち岩ヶ平刻印群の2件の調査

については、既に正報告書を公刊している〔森岡・竹

村編2006、竹村・白谷絹2005〕。本書に正報告を収載

したのは、その作業が残存していた清水遺跡（第22地

点第2次確認）、芦屋廃寺遺跡（第89地点本発掘）、金

津山古墳 （第12地点確認• 第12地点本発掘）、寺田遺

跡（第171地点本発掘）の4遺跡4地点 5調査である。

他の 5遺跡8地点は文章化に値する調査成果が得られ

なかったため、以下、本節で若干触れるに留めたい。

木造2階建て専用住宅新築に伴う津知遺跡（第200

地点）の本発掘調査では、 2面の遺構面を検出した

が、中机の耕作面と判断した。鉄骨造3階建ての専

用住宅新築に伴う津知遺跡（第206地点）の第2次確

認調査では、布基礎部分の調査区で中世の水田遺構

を検出した。木造3階建て専用住宅新築に伴う津知

遺跡（第215地点）の第2次確認調査では、 2回に亘

る面精査を行い、中世の耕作痕などを確認した。津

知遺跡（第217地点）の第2次確認調査では、 トレン

チを L字形に設定し、中世の遺物包含層と水田面を

検出した。震災時同様、津知遺跡の調査件数が多い

第4節 埋蔵文化財保護の展開と国庫補助事業による市内遺跡調査
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年度となったが、いずれも下層部の古代以前の遺構情

報は視軸に比して満足には得られず、未知のことを多

く残した。木造3階建て専用住宅新築に伴う若宮遺跡

（第40地点）第2次確認調介では、遺構面 l面、ピッ

ト6基、溝2条が確認できた。下層には弥生時代や古

墳時代の遺構が存在している蓋然性は裔い。鉄筋コン

クリート造地上5階、地下 1階建て共同住宅新築に伴

う堂ノ上遺跡（第8地点）第2次確認調査では、東西

2地区に分けてテストトレンチを設けて検証を進めた

が、中世以下の堆積層の多くが失われていた。ただ

し、銅鐸出土推定地でもあることから、念のために掘

削工事を立会した。住居兼保育所増築に伴い実施され

た山芦屋遺跡 (Nll地点）第2次確認調査では、 トレ

ンチを 3本設定したものの、遺構面や明確な遺物包含

層は確認されなかった。しかし、サヌカイト片や須恵

器の断片は出士している。芦屋市教育委員会が平成15

年度に国庫補助金を得て実施した市内遺跡の発掘調査

は、平成15年6月3日付教文第1638号により補助金の

交付決定を受けた「平成15年度国宝重要文化財等保存

整備費補助金」に基づくものであり、「補助金等に係

る予算の執行の適正化に関する法律第14条」の規定に

基づき、緊急度の高さに応じ実施した。当該補助事業

の実施期間は、平成15年4月1日（着手）～平成16年

3月31日（完了）であり、芦屋市教育委員会が事業

主体となって遂行した。補助事業の交付決定額は35,

500,000円である。 （森岡）

第5節 埋蔵文化財保護のための調査体
制について

苦屋市内における埋蔵文化財の保護手続きは、平成

15年度、文化財保護法第57条の 2 (土木工事のための

発掘に関する届出および指示）並びに第57条の 3 (国

の機関等が行う発掘に関する特例）の規定に基づき提

出された周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等

の施工に伴う届出や通知の件数が124件を数え、それ

らへの対処として実施された文化財保護法第58条（地

方公共団体による発掘の施行）の規定に基づく発掘調

査数は22件となった。 市内全体における調査種別は、

本発掘調査13件、第 2次を含む確認調査9件の実施数

であり、この年度の工事立会の件数は57件、分布調査

6件となった。なお、平成15年度における窓ロ・フ

ァックス・メールによる埋蔵文化財包蔵地に関する問

い合わせ、照会の類は1231件、開発指導事前協議は

224件を数えた。この年度、芦屋市教育委員会の埋蔵

文化財専門職員数は、正規2名（学芸員、うち 1名は

主査）、非常勤嘱託2名（学芸員）の 4名で、 1チー

ム2名の 2班体制を整えて複数の緊急発掘調査に順次

対応した。発掘担当能力を持つ非常勤嘱託の増員 1名

は、平成11年度からである。 （森岡）
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第2章発掘調究の概要

第 1節芦屋廃寺遣跡（第89地点）

1. 調査に至る経緯

芦屋廃寺遺跡は兵庫県下でも名高い白鳳文化期の古

代寺院跡である。阪神・淡路大震災後、その周辺でも

専用住宅や共同住宅の建設事業が進んでおり、寺田遺

跡・月若遺跡と並んで調査件数の多いところである。

芦屋廃寺遺跡は寺院址を中心に55.200rrlに広がる複合
遺跡で、今年度も包蔵地内での土木工事が若干数みら

れた。地権者は、平成15年9月26日、兵庫県芦屋市西

山町156番地において個人住宅建設計画をあげ、当該
地が埋蔵文化財包蔵地であることにより、文化財保護

法第57条の2第1項の規定に基づき、発掘届出書を本
市教育委員会宛提出した。

本市教育委員会文化財課では計画建物の図面・書類

を審査した結果、掘削工事深度が100cmと深く、遺跡
の損壊を招くと判断されたため、平成15年10月23日に
竹村忠洋を担当者として確認調査を実施した。この確

認調壺はG.L. -116cmまでの掘削により行われ、浅い

所ではG.L. -8. 4cmで遺物包含層に達すること、遺構
面についてはG.L. -33. 9cmで確認できることが明ら
かとなった。設定したトレンチ数は 5基で、調査面積

は約8rrlである。なお、埋蔵文化財発掘届出書につい

ては、芦教文第204号（平成15年10月27日付）にて芦
屋市教育長藤原周三から兵庫県教育長へ進達した。

確認調査を行った結果は上記のとおりであり、平成

15年10月23日にはこれを地権者に報告し、併せ本発掘
調査の打ち合わせを行う必要があったことから、平成

15年10月27日、文化財課にて地権者を交えて担当者を
含む事前協議を行った。また、教文第2423号（平成15

年10月31日付）にて、兵庫県教育長から地権者宛、

「周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等につい

て（通知）」が届き、芦屋市教育長名にて送り状を作

成し、事業者宛通知した。なお、調査期間中の平成15

第 1図 調査地近景（南西から）

-5-

年11月12日、兵庫県教育委員会文化財行政室の山本主
査が発掘現場を視察し、指導 ・助言を頂いた。また、

森岡秀人・坂田典彦担当の埋蔵文化財発掘調査通知書

は、芦教文第227号（平成15年12月4日付）にて芦屋
市教育長藤原周三から兵庫県教育長宛送付した。

以上の経緯を経て、発掘調査は平成15年11月4日～

11月25日の期間実施した。

発掘作業は、間地工業株式会社に委託した。

2. 調査地をとりまく環境

芦屋市は兵庫県南東部に位置し、古代兎原郡の中に

収まる。摂津国の西部に位罹する兎原郡は、摂津国管

下13郡の一つであり、大阪湾の北岸に面して六甲山地

を背負う「中郡」に属し、東は武庫郡、西は雄伴郡

（後の八部郡）、北は有馬郡に接している。兎原郡に

関する史料の初見は、『行基年譜』にみえる天平2年
(730)の記事であり、翌天平3年 (731)の『住吉大

社神代記』には、「兎原郡一町三段二百九十歩、元名

雄伴国」とみえる。この点、兎原郡が8世紀初頭に

なってからの新設郡ないしは分割郡であった公算も高

く、建郡事情や郡域については不明なことが多い。兎

原郡は畿内から山陽道に向かう東西交通上の要衝に位

置し、陸路が広大な西摂平野から山と海とが迫る地形

的狭窄部に一気に入る変換点といえ、とくに東辺の葦

屋・賀美二郷はその典型的な地域を占めるといえよ

う。この地域は、近年の埋蔵文化財調査の増大と進展

により古代兎原郡の中枢地であったことが判明しつつ

ある。

まず、やや遡って、 7世紀後半には、当地域に芦屋

廃寺が創建される。創建時に所用された法隆寺式の軒

瓦は、 1999年に実施された発掘調査で軒丸瓦と軒平瓦
がセットになることが判明し、加えて新出型式の高句

麗様式軒丸瓦も 8世紀以前の資料として確認されてい

る。面違鋸歯文縁複弁八弁蓮華文軒丸瓦と均整忍冬唐
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草文軒平瓦の瓦当文様ば法隆寺式としては畿内西辺で

のモチーフを堅持したものであり、文献史料に登場す

る兎原郡域における法隆寺領の存在と関係があろう。

目下のところ、郡内唯一の古代白鳳寺院であり、当初

は私寺、氏寺的色彩をもっていたにせよ、 8世紀に入

れば、おそらく郡術付属寺院、もしくは郡衛周辺寺院

といっだ性格を帯びていたことは推測に難くない。い

わゆる「郡寺」としての存在と造寺集団の隔絶した勢

カの持続力、影響力は評価すべきであり、その後8世

紀を通じて瓦当文様が中央官寺、都宮との結び付きを

もってくる点もその公的機能性をなにがしか物語るも

のである。また、所用軒先瓦にみられるネットワーク

性は、郡内にあっては均整忍冬唐草文軒平瓦や単弁

十九弁蓮華文軒丸瓦に、郡を超えた広域性では剣状花

文軒丸瓦・軒平瓦のセットに見いだされ、 8世紀末葉

には東は大阪府豊中市の金寺山廃寺（新免廃寺）、西

は神戸市長田区房王寺廃寺（室内遺跡）、そして南は

大阪市四天玉寺に至るまで広がっている事実を確認す

ることができる。言わば、摂津の国域にその広がりを

みせるようである。

一方、郡衝については、兎原郡の場合、長期にわ

たって神戸市東灘区の郡家遺跡の存在が注目されてき

た。しかし、近年ではその消長や中心時期の策定の問

題などから再検討もなされ、芦屋市域の側でその成立

期を考える見解も開陳されている。この点注目すべき

は、三条九ノ坪遺跡における「壬子年」（白雉 3年、

西暦652年）銘木簡の出土であり、この地の律令期直

前の 7世紀中葉に至っての公文作成を伴う実務処理能

カの早熟度をうかがわせる。行政拠点としての郡術の

存在を暗示する資料ともとれ、実務遂行機関が芦屋廃

寺の隣接地に誘致された蓋然性も高いのである。それ

は8匪紀に至れば、出土文字史料の形で厳然と姿を現

し、郡領「大領」「少領」の往来を証す墨書土器が寺

田遺跡において見いだされ、奈良時代後期から平安時

代前期にかけての掘立柱建物群などの遺構・遺物の消

長にも郡術としての時期的様相を想定する意見も出さ

れている。

次いで、古代交通の面からみれば、当芦屋地域に葦

屋駅が実在したことはさらに本地域官術群の連携状況

を補強するものである。『続日本紀』によれば、和銅

4年 (711) に摂津国嶋上郡上郡大原駅、嶋下郡殖村

駅の二駅がみえるが、兎原郡には駅家の存在をうかが

わせる史料がみえない。葦屋駅が文献に登場するの

は、『延喜式』巻二八、兵部省の「諸国駅伝馬・畿内J

の項にみえる「摂津国駅・草野、須磨各十三疋、葦屋

十二疋」の記載（『新訂増補国史大系』第26巻）から

で、律令制下、七道では戸十里（およそ16-20km、現

行の約 5里）ごとに設置をみた駅家の一つとして姿を

みせる。都と太宰府とを結ぶ大路に相当する山陽道そ

のものの初見史料はかなり遡り、『日本書紀』天武14
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年 (685)九月戊午条に「直広陣佐味朝臣少麻呂を山

陽の使者と為す」とある記事が出発点をなすようであ

る。

芦屋は西国交通路の要地であり、畿内西端の重要拠

点としての位置を恒常的に保ってきたところである。

葦屋駅は東北方約18km(四里半）離れた草野駅（現大

阪府箕面市萱野付近）と西方約18kmの距離を置く須磨

駅の中間点に存在し、 10世紀段階では摂津国内の駅数

3の中枢としても機能していた。いま、その所在地を

特定することは数説あって、定かではないが、多くの

研究者の見解が芦屋川左岸地域より右岸地域の方に比

重を移し始めている点は見逃せない。

最近では、「騨Jの墨書土器が多数出上した深江北

町遺跡がにわかに注目され始めており、葦屋郷の所在

場所とも関連して、近在に葦屋駅跡がみつかる蓋然性

が強まりつつある。一説では、葦屋駅前田町内所在説

が力説されており、これまで足利健亮や高橋美久二な

どが唱えていた諸説とともに林立するところとなって

いる。ただし、官術域は芦屋川右岸の扇状地上で南北

方向にベルトをなすわけでもなく、むしろ、扇状地の

高位部と末端の低位部ニヶ所に大きく分離する官術ブ

ロックが存在するとみなす方が理に即しており、古代

山陽道の通過点想定も大別すれば、この官術ブロック

に対応した考証に収敏してきたように受け取れる。

以上、きわめて雑駁な概観となったが、古代摂津国

兎原郡の政治的経済的さらに社会的な中枢を暗示する

郡術・寺院・駅家の三つの施設が芦屋川右岸域の扇状

地の上を中心とする高燥な場所に集中的な営みをみせ

ることを予測、全般的な環境の説明としたい。

芦屋廃寺遺跡は、本市西端に位置する。六甲前山

山麓を形成する洪積台地と、 400m東を流下する芦屋

川、西方を流下する東川（現在、流路固定され地下埋

設水路）によって形成された扇状地上に立地する。阪

急芦屋川駅から線路北沿いを300m西に進んだ所が、

芦屋廃寺寺域中心部に相当する。当地域の標高は、 28

~35mを測り、背後には城山（標高260m)、会下山（標

高200m)がそびえる。それらの環境下から、当地周

辺ではいくつかの埋没谷・埋没河川が存在する。遺跡

の範囲は、東西200m南北250mを測り、縄文時代から

近世にわたる複合遺跡である。また、当遺跡周辺は、

遺跡の過密地域であり、東接する月若遺跡、西接する

三条九ノ坪遺跡、南接する寺田遺跡を含め、市内遺跡

密集地の一角を担う（第2図）。

当地域は、前述した摂津国兎原郡の東部寄りに所在

し、芦屋村西ノ坊の地域に属していた。今日遺跡名で

もある『芦屋廃寺』は、この地名に由来しているが、

実際古代往時にあって上記のように称されていたかは

不詳である。創建期は白鳳時代であることが出土遺

物・文献・伝承によって明らかになってきている。と

くに、道路を挟んだ南東で調査された第62地点では、
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おおよその伽藍配置が推定できる基壇遺構の一部が確

認され、寺域とともに建立・再建・廃絶期の一端が見

えてきた。現在までに瓦の分布状況などから、寺域西

境界を今回の調奔地点の西方30mのところにある南北

道と推定している。また、 20m程北で発掘調査された

第75地点では、「寺」字のスタンプが施された鉄鉢形

須恵器が数多く検出されている。墨書とは違い、窯入

れの時点で寺院専用供給の生産ラインが出来ていたこ

とがわかる貴重な発見である。

3. 発掘調壺の概要

(1)発掘調査の方法

調査区は、建築によって損壊を受ける部分を対象と

した。その内、北区6lrrlを先行して行い、埋め戻し完

了後、南区（駐車場部分） 7. 5rrlの発掘調壺を行った。

なお、深掘（下層確認） トレンチは南区に 2面程度設

定した（第3・6図）。

掘削深度は、北区が余掘りを含め設計G.L. -llO 

cm、南区が設計G.L. -40cmである。まず、重機に

よって表上および埋め戻し士 (R地点重複部分）を除

去し、以下は人力によって掘り下げた。掘削によって

排出される残士は、仮置場に場外搬出し、調壺終了後

には再度埋め戻し、現状に復した。

測羅に用いた基準杭は、任意に打設し、すべての平

面図はこれを使用するとともに、平面実測図に記入し

た。基準高は、本市下水道台帳図記載（平成4年）

ンホール天端高T.P. + 30. 50mから水準測量によって

得た。

写真撮影は、 35mmフィルム （リバーサル ・モノク

ロ）、デジタルカメラを使用し、記録した。

すべての調査図面・出士遺物は、芦屋市役所分室文

化財課戸条整理事務所で整理し、保管している。

(2)発掘調査の経過

今回の調壺は、紅葉が盛りをむかえー雨ごと に寒さ

を増すまさに霜月に行った。記録すべき時事として

は、衆議院選挙が行われた。天候は、この時期不安定

で、 11月10(午後） ・11・20日の数日の雨天中止を余

儀なくされた。北区の調査を11月19日に終了し、 11月

21日の一日で南区の駐車場部分の平面調査と深掘調介

を完了した。 11月25日には現場からの完全撤収に至っ

た。以下に、経過の詳細を日誌抄として記載する。

マ

四

~; 

呼
バ

□
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~~ 

゜
5m 

第3図 トレンチ配置図 1 /150 

【調査日誌抄】

11月4日（火）晴れ

調査開始。調査道具の搬入。設計士立会いのもと、

調査区の設定を行った。機械掘削は、表土およびR

地点埋め戻し士を除去する方針 (G.L. -40-60cm) 

で進めた。本日で、北区北半分の掘削が終了した。表

上・埋め戻し土からは、 中世平瓦・巴文軒丸瓦・須恵

器片が出土している。関野 豊氏（神戸市教育委員

会）来跡。

11月5日（水）晴れ

本日で機械掘削を終了した。西側には、島状に 3層

が遺存しており、おおよそR地点の調査範囲が判って

きた。また、機械掘削床の黒色砂質士上面は、 R地点

の最終調査面であったことが推測できる。

今後の調査段取りを考慮し、残上排出用ダンプの使

用同数の増加を要請した。

11月6日（木）曇りのち晴れ

人力掘削を開始した。西側に遺存する 3層を精査し

た。上面には、古代～近世におよぶ瓦片、須恵器片、

上錘、近但陶磁器片が出上している。

11月7日（金）晴れ

遣存する 3層の輪郭がはっきりしてきた。西壁際

は、石積み（擁壁の裏込め土か）によって攪乱を受け

ている。この石積みからは、空き缶やビニールに混

じって、弥生土器（後期）が出土しており、付近に弥

生時代の遺跡が広がっている可能性が高い。瓦溜まり

は、南域で顕著にみられる。

11月10日（月）曇りのち雨

トレンチ内に溜まった雨水の汲み出しと、遺構面 1

(3層上面）の出土遺物の保護を行った。午後から雨

天のため作業中止。

11月11日（火）雨

雨天のため作業中止。
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11月12日（水）晴れ

遺構面 1の遺物出土状況の実測。任意に 2箇所を選

択し、エレベーション図を作成した。遺物の検出状況

は、その大半が3層上面に乗っており、 3層内に包含

されている印象は受けない。山本誠主査（兵庫県教育

委員会文化財行政室）視察。

11月13日（木）曇りのち晴れ

瓦溜まりの遺物をA-Eブロックに分けて取り上げ

た。 3層は、攪乱により調査区のどの壁面にも顔を出

さないことから、セクションベルトを残して、下層と

の対応関係を掴むことにした。 R地点の最終面と思わ

れる 4層上面で精壺をしたが、遺構はない。関野氏、

田中主査・宮根臨時的任用職員（文化財課）来跡。

11月14日（金）晴れ

5層上～中位面で、径40cm程度の士坑を 2基確認し

た。土坑内からは遺物が出土していないが、ベース層

や4層内出土遺物から、弥生時代後期～古墳時代の遺

構であろう 。藤原教育長、西川課長来跡。

11月17日（月）晴れ

6層上面まで掘削し、遺構面精査に着手した。今回

の最終調査面である。関野氏来跡。

11月18日（火）晴れ

セクションベルト 1・2、調査区西壁・北壁士層断

面の精査と分層。試掘トレンチ①にかかっていた溝状

遺構の確認を行った。結果、溝ではなく浅い落ち込み

（自然の起伏）と判断できた。

11月19日（水）曇り

北区の埋め戻しを行う 。

11月20日（木）雨

雨天のため作業中止。

11月21日（金）晴れ

南区 （駐車場部分）の機械掘削を開始。機械掘削

はG.L. -40cmまでを、残りは人力掘削にて掘り下げ

た。平面調査部分は、盛土内におさま ったため、深掘

トレンチを設定して下層確認を行った。

11月25日（火）晴れ

調査地およびユニットハウス置場の撤収作業とネッ

第4図 藤原教育長現場視察
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トフェンスの復旧作業を行った。

(3)基本土層

土層番号は、現地表面を含む表士層（盛上・客士）

を1層とし、上から順に通し番号でアラビア数字を付

した。また、同一層と認められるものでも漸次変移し

ており、土色・土質に違いがあるもの、異なる複数の

層をセット関係でとらえたものは、アラビア数字の後

にアルファベットの小文字を付して細分した。遺構埋

土は〇囲み数字で表記する ことで区別している。色調

は『新版標準土色帖1998年版』（農林水産省農林水産

技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修）を使

用した。層序は、調査区西壁の一部分をピックアップ

し、調査地全体に共通する基本層序の作成を行った

（第 5・6図）。以下に各層の土質・ 性格を記す。

1層…現地表面を含む表土層（盛土・客土）。現代の

盛土および宅地造成時の客土層。

2層… a層はR地点調査後の埋め戻し土お よび填圧

土。 b層は調杏区西壁際の石積み裏込め土。 c

層は近現代耕作土で灰色 (7.5Y4/l)礫混じり

シルト質中粒砂。 2-5mm大の礫を中量含む。

d層も近現代耕作土で灰白色 (5Y7/l)粗粒砂。

a-d層内からは、ガラとともに古代瓦片や古

墳時代須恵器片が出土している。

3層…上面が遺構面 l。上面ないし上位に古代から近

世の遺物を多量に包含する。出土遺物の主体

は、中世におけるが、中位～下位からも近世遺

物が出土することから、所属年代は近世に相当

する。

3a層：灰色 (5Y5/l)礫混じりシルト混じり中粒砂。

10cm大の礫を不規則に含み、局所的にシルト

や砂のブロックがみられる。近世期に、古代

～中世の遺物を多量に含む包含層が人為的な

要因で二次移動したものと判断する。堆積層

自体は、突き固めたようなしまりはない。

3b層：深掘トレンチで確認され、 3a層と近似する。

遺物相も時期・ 量ともに類似する。黄灰色

(2. 5Y6/l)砂礫。3mm大の礫と粗粒砂を主

体とし、 10cm大の亜角礫と人頭大の礫を上位

に含む。湧水が著しい。

4層…古墳時代の遺物包含層。当調査区全域で観察で

き、調査時の鍵層。暗青灰色 (5B3/1)細礫混

じり粗～中粒砂。3mm大の礫を中量含む。土師

器片、須恵器杯細片が出土している。

5層…上面が遺構面2。弥生時代後期～古墳時代に相

当する。 C • d層は、深掘トレンチで確認した

b層の類似層。

5a層：褐灰色 (10YR6/l)礫混じり粗粒砂。2mm以

下の礫を中量含む。鉄分沈着がみられる。
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第2章発掘調査の概要

Sb層：暗灰黄色 (2.5Y5/2)礫混じり中粒砂。2mm 

以下の裸を中量、 2cm大の亜角礫を極少量含

む。須恵器杯細片、弥生土器甕細片、縄文中

期末に帰属する深鉢細片などが出土してい

る。

Sc層 ：暗青灰色 (10BG4/l) シルト質細～中粒砂。

やや粘性を持つ。植物遺体を若干含む。

5d層：暗灰黄色 (2.5Y4/2)礫混じり粗粒砂。2mm 

大の礫を中量含み、上位に鉄分沈着層が観察

できる。

6層...上面で弥生士器細片が1点出土。褐灰色

(10YR4/l)礫混じり 中粒砂。径 1cmの白色砂

礫を多量に含む。微細な植物遺体を多く含む。

7層・・落ち込み埋土①層のベース面。暗緑灰色

(5G3/l)礫混じりシルト質細粒砂。3cm大の礫

を中量と 1cm大の偽礫を少量含む。

落ち込み埋土①層…緑灰色 (lOGY6/l)シルト質細粒

砂。粘性が強い。遺物は出士しなかった。

(4)遺構

遺構検出は、 3・4・5層上面で3度行った。4層

上面では遺構が検出されなかったため、 3層上面を遺

構面 1、5層上面を遺構面2と称した。なお、当地点

はR地点と重複しており、調査区西半部は4層中位ま

で調壺済みである。以下に、遺構面ごとに詳細を述べ

る。

遺構面 1 (第6・7・ 12・13・ 15・ 16図）

遺構は、調査区西半部の島状に遺存する 3層上面で

検出 した。遺構の種類としては、近世に二次堆積し

た瓦溜まりである。検出レベルは、 T.P. + 29. 74mを

測る。 3層は、頂部平坦面から緩やかな傾斜面を持っ

ている。遺物は、頂部から斜面にかけて貼り付くよう

に出土しており、遺物の上下関係・遺物同士の被りか

ら判断すると、頂部側から下方に投棄されたと思われ

る。遺物の出上頻度は南斜面がとくに多く、分布に偏

りがみられる。出土した遺物には、古墳時代の須恵器

杯・古代瓦・中世瓦・羽釜や近世陶磁器などがある。

遺構面 2 (第 8・14図）

調査区北東部で土坑2基(SKOl・02)を検出した。

検出レベルは、 T.P. + 28. 80m前後を測る。SKOlは

径38cmの正円を呈し、断面は浅い皿形で深さ10cmを測

る。遺構埋上は単一層で、灰黄褐色 (10YR4/2)礫混

じり粗粒砂である。3mm以下の礫と10cm大の亜角礫を

含む。SK02は、東半分を攪乱によって欠損する。残

存径は35cmを測り、断面は逆三角形を呈する。埋士は

単一層で、赤灰色 (2.5YR5/l)礫混じり粗～中粒砂

である。遺構埋土から遺物は出土していない。

ベース層である 5層は、褐灰～暗灰黄色礫混じり中

～粗粒砂で比較的安定した土壌である。当層からは、

須恵器杯細片、ハケ甕・タタキ甕細片、縄文中期末に

帰属する深鉢細片などが出土している。遺構所属時期

は、下限を採り古墳時代としておく 。

(5)遺物

今同の調査によって出土した遺物は、弥生土器• 土

師器・須恵器・古代～近世の瓦・近世陶磁器があり、

総数は27Q容量のコンテナで 3箱分である。上記した

セクション1 東壁土層断面 セクション2 南壁土層断面

29. 型皿
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2層..a層はR地点調査後の埋め戻し土および填圧土。b層は
調査区西壁際の石積み裏込め士。c層は近現代耕作土で
灰色礫混じりシルト質中粒砂。 d層も近現代耕作土で灰
白色粗粒砂。

3a層：灰色礫混じりシルト混じり中粒砂
3b層： 黄灰色砂礫
4 層• • •暗青灰色細礫混じり粗～中粒砂

5a層：褐灰色礫混じり粗粒砂
5b層： 暗灰黄色礫混じり中粒砂
5c層・ 暗青灰色シルト質細～中粒砂
5d層：暗灰黄色礫混じり粗粒砂
6層・・・褐灰色礫混じり中粒砂
7 層•• •暗緑灰色礫混じりシルト 質細粒砂

落ち込み埋土①層• • •緑灰色シルト質細粒砂

第6図 セクシ ョンベルト ・深掘ト レンチ土層断面図 1 /50 
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第 1節 芦屋廃寺遺跡（第89地点）
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第 2章発掘調査の概要

ように、遺物量のもっとも多かった遺構面1が近世に

再堆積していることから、近世に帰属する遺物が大半

を占める。しかし、芦屋廃寺中心域に相当する当地点

であるだけに、古代の瓦や、古墳時代～古代の須恵器

も混在する。また、既往調査でも多々確認されている

下層に遺存するであろう縄文～弥生時代の包含層の有

無に関しては、掘削深度が及んでいないが、若干の弥

生士器が出土していることから、本地点の下層に弥生

時代の包含層が遺存している可能性を遺物の視点から

も考えることができる。

特記したい遺物は、第9・10図に示す重圏文軒丸瓦

である。瓦当面部分のみ遺存しており、軒丸部は欠損

している。外縁をなす三璽めの重圏文は 1/10程度を

残し欠損するが、面径は推定15.6cmとなる。色調は、

灰白色を呈し、胎土に 2mm以下の白色粒を中量含む。

有芯部分は径0.9cm・ 高さ0.5cmの半球形状で、 1.3 

cmをおいて、厚さ1.1cm. 高さ1.0cm・径3.75cm (重圏

文の内径）の重圏文が回り、さらに、 1.4cmをおいて、

厚さ1.2cm・ 高さ0.95cm・径8.6-8. 8cmの二重めが回

り、 1.4cmをおいて、厚さ1.2cm・ 高さ8.5cm以上の重

圏文で外縁とする。 比較的角ばり、厚ぼったい印象を

， 忙

与える重圏文であり、昭和42・43年に行われた調査で

も出土例がある〔村川・藤岡1970〕。

4. 小結

遺構面 1では、当調査地点の立地から、基壇の可能

性も考えられたが、 3層の所属時期と性格から瓦溜ま

りと判断した。しかし、二次的に移動したにせよ、こ

れだけの遺物を包含していることは芦屋廃寺の中心域

を掘っていることにほかならない。今回の調査では創

建期の遺物は出土していないが、重圏文軒丸瓦など増

築や葺き替えを示す遺物が出上している。また、芦屋

廃寺の下層には幅広い時期におよぶ縄文遺跡が広がっ

ていることが解っており、今回の調査でも微量ながら

それを踏襲するデータを得ることができた。

掘削深度に限りがあったため、平面調査では 5層上

面までしか確認できなかった。周辺の調査からも下層

には古代以前の遺構が遺存している可能性が考えら

れ、今後設計G.L. -100cm (T. P. + 29. 5m)以下に

損壊が及ぶ場合は、再度確認調査が必要であり、その

結果により本発掘調査を実施する。

（坂田典彦・森岡）

第9図瓦当拓影約 1/3 第10図瓦当接写

第11図 西壁土層断面 第12図遺構面 1 (南東から） 第13図遺構面 1 (南から）

第14回遺構面2 (南から） 第15図試掘tr.③南壁 （北から） 第16図 セクシ ョンベルト 1(西から）
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第2節寺田遺跡（第171地点）

1 . 調査に至る経緯

芦屋市西芦屋町28番1(敷地面積168.9lm')におい

て、鉄骨造2階建個人住宅の建築計画が進捗したが、

当該敷地は周知の埋蔵文化財包蔵地である寺田遺跡の

分布範囲内であることから（第2図）、文化財保護法

第57条の2第1項に基づく届出書が平成15年 (2003)

11月12日に建築主より本市教育委員会に提出された。

本市教育委員会は受理した届出書をもとに建築計画の

内容を審査し、基礎工事に伴う掘削によって遺構や遺

物包含層が損壊を受ける可能性があると判断し、文化

財課学芸員竹村忠洋を調壺担当者として、平成15年12

月9日に遺構・遺物包含層の有無や包含層深度と工事

掘削深度との関係を調べるために確認調査を実施する

ことになった。

調査の結果、当該敷地においては、現地表下22cm

（設計基準レベルー50.3cm)以下に古代から中世にか

けての遺物を含む包含層が6層以上あり、現地表下80

cm以下は、特に古代の遺物の包含量が多く、かつ、耕

作面3面および、ピットや土坑を伴う遺構面が3面以

上存在することが明らかとなった。

確認調査結果と工事計画を照らし合わせると、建物

基礎部分は、調査地内設定の設計基準レベルからー37

cmまでしか掘削しないため、遺物包含層に達しないも

のの、敷地南端に東西方向で設けられる擁壁について

は、設計基準レベルからー161.4cmまで掘削する計画

のため、掘削が遺物包含層並びに遺構面に達し、埋蔵

文化財が損壊を受ける可能性が極めて高いことから、

損壊部分を対象とした調査が必要と判断された。

以上の理由から、損壊を受ける擁壁部分を対象とし

て、第2次確認調査を実施することとなり、文化財課

学芸員竹村・同課嘱託白谷朋世（学芸員）が調壺を担

当することとなった。

発掘作業は、東海アナース株式会社に委託した。

第 1図調査地現況（東から）
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第2図調査地位置図 1 /5000 

2. 調奔地をとりまく環境

寺田遺跡は市域の西部、芦屋市三条南町・西芦屋町

に広がる縄文時代後期から近世に至る複合遺跡であ

る。地形的には芦屋川と東川が形成した扇状地上に立

地し、遺跡の範囲は東西400m・ 南北300mに広がり、

総面積は58,000面を測る。寺田遺跡は昭和35年の市道

工事によって確認され、昭和59年に初めて第 1地点で

発掘調査が行われ、今回の調査は171地点目である。

既往の調査では縄文時代の明確な遺構は未確認であ

る。弥生時代については、遺跡西部（東川以西）に前

期の貯蔵穴や上坑などの遺構がみられる（第16・17・

133・142地点）。中期になると、遺構の検出はみられ

るが、その分布は前期よりも東（東川以東）に移り、

散漫になる（第55・95・127・130地点）。後期前半に

ついても遺構は乏しいが、後期後半から終末期にかけ

ては竪穴住居をはじめとする様々な遺構が多く検出さ

れ、その範囲は弥生時代中期よりさらに東に拡大する

（第40・55・95・105・127・128・130地点）。古墳時

代の遺構も多く検出されているが、特に古墳時代後期

から飛鳥時代には遺構の分布域が最も広くなり、東川

を挟んで両側に拡大する。篭を有する竪穴住居や掘立

柱建物などの多くの遺構が検出されている（第40・

55・77・95・127・130・132・139・142地点）。奈良時

代になると、遺構の分布域は南西部にその比重を移す

（第 1・16・52・55・77・95・127地点）が、相変わら

ず多くの遺構がみられる。第 1地点では奈良時代末か

ら平安時代初めの総柱の掘立柱建物群が確認されてい

る。また、第90地点では奈良時代の土器が多量に出土

した。その中には「大領」「少領」などを記した 5点

の墨書土器が含まれている。しかし、平安時代には遺

構の分布は次第に縮小し、弥生時代前期同様東川以西

に偏り、中期以降の遺構は乏しくなる。その後、鎌倉

時代に入ると再び遺構が多く検出されるようになり、

その分布は東川以東に移動する（第40・95・117・

119・127・130・132地点）。もっとも、中世の遺構は

遺跡の北東部に集中する傾向があり、第104地点では

室町時代後期に埋没し、近世以降、幹線用水路として

機能した東川が流下する谷地形がみられた。



第2章発掘調査の概要

今回の調査地点周辺部は、すぐ東に位置する第40地

点で弥生時代中期以前の断面が「V」字形で東西に走

る溝、弥生時代後期後半の竪穴住居5棟、古墳時代後

期の掘立柱建物 1棟、鎌倉時代の掘立柱建物を構成し

た柱穴群など、多くの遺構が検出されている。また、

第40地点の北側に位置する第127地点で弥生時代中期

初頭の土坑や溝、古墳時代後期の寵を有する竪穴住居

や掘立柱建物、奈良時代から平安時代初めの掘立柱建

物群などが確認されている。その西に続く第132地点

でも弥生時代中期前半の溝や土坑、弥生時代後期から

終末期の竪穴住居を含む遺構、古墳時代中期の竪穴住

居が確認されるなど、寺田遺跡の中でも多様な時代の

遺構が集中している場所といえる。

さらに、寺田遺跡の周辺には月若遺跡・芦屋廃寺遺

跡・三条九ノ坪遺跡・三条岡山遺跡・冠遺跡等が存在

しており、本市においては最も遺跡が濃密に分布する

地域である。

3. 発掘調査の概要

(1)発掘調査の方法

建築主代理者である積水ハウスの担当者立会の下、

計画建物の基礎に影響を及ほさないように、擁壁工事

部分に限定して調査区を設定した。排土を置く場所の

制約から一挙に掘削することができないので、調査区

の東側を先ず調在し、その後、西側を反転掘削した。

調査区東側を I区、西側をII区とよんで区別している

（第3図）。 I区は東西16m、南北1.5mの長方形で、

確認調査時の 1トレンチを含み、調査面積は24rrlであ

る。 II区は東壁で南北1.5m、西壁で南北l.lm、東西

13. 6mの細長い台形で、調査面積は17.7rrlである。

擁壁工事の掘削深度は設計基準レベルー160cmであ

るので、そのレベルまで掘削し、遺物包含層や遺構の

様相の把握を行った。 I区については、中世以前の遺

構面と考えられる 5層上面（第 1遺構面）検出のた

め、 5層直上層である 4層まで重機で掘削し、その後

は人力掘削によって遺構の検出に努めた。検出した遺

構面は第 1遺構面以下、 6層上面 (6層が薄いため、

一部は 7層上面）検出の第2遺構面、 7層中において

検出した第3遺構面、 8層上面検出の第4遺構面の計

道 ¥9¥ 1 □ 2tr 
11区
口1tr 

I区

゜
20m 

第3図調査区配置図 1 /500 
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4面である。一方、 II区は調査地の地形の制約から、

重機掘削が困難であったので、現地表面から人力掘削

を行い、各層の遺物の包含状態を確認するとともに、

I区同様、 5層上面以下、各層界において遺構の検出

を図った（第4図）。その結果、第 1遺構面は 5層上

面で、第 2遺構面は 6層上面で、第 3遺構面は 7層上

面で、第4遺構面は 8層上面で検出できた。

さらに、第4遺構面で検出した竪穴住居 (SHOl) 

については、竪穴住居覆土を除去して検出した床土上

面と、この床土を除去して検出した 8層上面でも、遺

構を検出している。

記録は、 35mm白黒・カラーポジの 2種類のフィルム

を用いて写真撮影を行った。実測図は、光波測距器を

用いて調査区平面図を縮尺 1/100で、各遺構面平面

図を縮尺 1/50で実測し、必要に応じて、縮尺 1/20 

または縮尺 1/10の遺構平面実測図や遺構土層断面図

も作成した。また、北壁および東壁の土層断面図は縮

尺 1/20で作成した。調査地北側道路中央を基準レベ

ルとし、基準高は、当該敷地の周辺に設置されたマン

ホール上面高 (T.P. 22. 24m)から水準測最により得

て、調査時の基準レベルをT.P. 24. OOmとした。

(2)発掘調査の経過

現地における発掘調査は、平成16年 (2004) 1月30

日（金）に開始し、同年2月27日（金）まで、実働20

日で行った。この間、寒波の襲来や小雪の舞う日も

あったが、幸い天候に恵まれたので、順調に調介を進

めることができた。

初日の 1月30日に、フェンスやコンテナハウス等を

設置し、現場を設営した。翌週の 2月2日は雨であっ

たため調壺区の設定のみを行い、 3日に I区の掘削を

開始した。 I区の調壺は 3日から16日まで行い、記録

保存終了後、ただちに埋め戻しを行った。 16Bには並

行して 1I区の掘削を開始し、 26日まで1I区の調査を

行った。 1I区の調査終了後、埋め戻しを行い、翌27日

に現場を撤収するとともに、終了立会を行って、現場

での作業をすべて終了した。

第4図 人力による掘削風景



(3)甚本土層

確認調査時に探入した 1トレンチの北壁において、

土層の堆積を良好に観察することができたので、現表

土を 1層として、 上から順に土層番号を付した。今回

の調壺でも原則的にこの上層番号を踏襲し、基本士層

は1-8層である（第 5・6図）。色調や土質に若干

の違いが観察されたものは、土層番号にアルファベッ

トの小文字を付けて細分している。なお、遺構埋土や

ブロックは0囲み数字で表示することで区別してい

る。今回検出できた上層は東西方向に関していうと、

ほぼ水平堆積であり、 1-7層は遺物包含層である。

一方、最下部で検出した 8層は、遺物の包含は確認で

きていないが、大阪層群や段丘礫層のような明確な地

山ではない。また、 5層以下の層は花尚岩起源の粗砂

を多く含む傾向がみられた。上色は、『新版標準土色

帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日

本色彩研究所監修）を参考にして記録している。

1層は灰黄色を呈する現表土層で、瓦やコンクリー

トといった旧建物に伴う攪乱もこれに含まれる。層厚

は概ね20-30cmである。

2層は確認調査時に淡褐灰色砂質土として認識し

た耕作上である。今回の調壺では、色調差の明確な

部分は2a層と2b層に二分した。 2a層はにぶい黄橙色

(1 OYR6/3-10YR6/ 4)砂質土で、層厚は16cm程度で

ある。 II区西部で2a層の下位に確認した2b層は灰黄褐

色 (lOYR6/2-lOYR5/2)砂質土で、 2a層や3a層より

黄灰色がかる。層厚は2a層とほとんど同じである。 2a

層は耕作士、2b層は耕作土床土と考えられる。

3層は確認調査時に淡灰色砂質土として認識した

耕作土である。今回の調査においては I区東部では

確認されず、 I区西部以西に広がっている。さらに

II区西部では、部分的にやや褐色分の強い部分があ

り、層厚も厚くなることから、褐色分の強い部分を

3b層とし、他を3a層として区分した。 3a層は灰黄褐色

(lOYR6/2) -にぶい黄橙色 (lOYR6/3)砂質土で、

層厚は12-22cmを測る。 2b層よりも灰色がかる層であ

る。 3b層はにぶい黄橙色 (10YR6/3)-にぶい黄褐色

(lOYR5/3)砂質土で、層厚は約10cmである。 3a層と

その下の4a層が混じったものであろう。

4層は確認調査時に茶褐灰色砂質上として認識した

耕作土である。今回の調在では、 I区において層厚50

cmを測るが、西になるほど薄くなり、 II区西部におけ

る層原は概ね10cm程度である。上位ほど鉄分により褐

色がかり、 下位ほど灰色がかるので、色調によって

3つに細分した。 上から、褐色 (7.5YR4/4) -褐灰色

(lOYR5/l)を呈する4a層、黄灰色 (2.5Y5/l) -灰黄

褐色 (lOYR5/2) を呈する4b層、黄灰色 (2.5Y5/l) 

～灰色 (5Y5/l) を呈する4c層で、いずれも粗砂混じ

り砂質士である。 4層から出土した遺物は土師器・須

恵器・黒色土器・瓦器・緑釉陶器・瓦で、 12世紀後半
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から13世紀を下限とする。 4層の性格は、中世以後の

耕作土と考えている。

5層は確認調査時に茶灰色砂質土として認識した層

で、弥生上器・土師器・須恵器等の包含が濃厚であ

る。主体となる遺物は飛烏時代～奈良時代のものであ

るが、少量ながら黒色上器や瓦も出士しており、出

土遺物の下限は概ね平安時代前半と考えられる。今

回の調奔では、 4b層よりさらに鉄分が少なく灰色み

が強い5a層と、 5a層の下部に綿分的に確認できた、

鉄分の沈着が顕著な5b層に区分している。 5a層は褐

灰色 (lOYR5/l)~灰黄褐色 (10YR5/2)粗砂混じ

り砂質土、 5b層は明褐色 (7.5YR5/6) ~暗灰黄色

(2. 5Y5/2)粗砂混じり砂質士で、層厚は合わせて10

~20cmである。この 5層上面を第 1遺構面として遺構

を検出した。

6層は確認調壺時に暗茶灰色砂質土として認識した

層で、 5層同様、古代以前の遺物の包含が濃厚であ

る。その内容は弥生土器・土師器・須恵器で、奈良時

代に下限をおく。 6層は I区では層厚が5cm程度と薄

いが、II区ではやや厚くなり、最も厚い部分では層厚

20cmを測る。 6層上面を第 2遺構面として遺構を検出

しようとしたが、 I区では 6層自体が極めて薄いため

に遺構検出時の精査段階で7層上面に達してしまった

ところが多く、 I区の第2遣構面検出遺構の多くは 7

層上面において検出されたものである。

7層は確認調査時に黒褐灰色砂質士として認識した

層で、遺物の包含はやや少なくなっている。上部から

は須恵器や瓦も 出士しているが、 7層全体に包含され

ているのは、弥生土器ないし土師器である。層厚は30

cm程度で、 土色や土質にばらつきがみられたため、今

回の調査では 3つに細分している。最も色の濃い7a

層は黒褐色 (10YR3/l)~黒色 (10YR2/l)粗砂混じ

り砂質土である。 7a層よりやや色の薄い7b層は、褐灰

色 (10YR4/l)~黒褐色 (lOYR3/l)粗砂混じり砂質

土である。 7b層より灰色がかって粗い7c層は褐灰色

(lOYR4/l)粗砂混じり砂質土である。これらは総じ

て上壌化が進んでいる。

ところで、 I区では 7層上面から約20cm掘り 下げた

段階で精査したところ多くの遺構を検出したので、こ

れらの遺構をまとめて第 3遺構面検出遺構として扱っ

ているが、 II区では 7層上面において検出した遺構面

を第3遺構面としている。

8層は確認調査時に茶褐灰色砂質土として認識した

層である。今回の調査では、 土壌化の程度によって＝

分している。上壌化の進行しているSa層はにぶい黄

褐色 (lOYR5/4)~褐灰色 (lOYR4/l)粗砂である。 一

方、土壌化していないSb層はにぶい黄橙色 (10YR6/4)

～灰黄褐色 (lOYR5/2)粗砂～シルトで、水流による

自然堆積層のため、土質に粗細の差がみられる。 8層

上面で検出した遺構面を第4遺構面としている。
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1 現表土府
2a にぶい黄橙色 (IOYR6/3~10YR6/4)砂質土
2b 灰黄褐色 (lOYR6/2~10YR5/2)砂質土。 2a-3a層よりも黄白色がかる。
3a 灰黄掲色 (lOYR6/2)~にぶい黄橙色 (IOYR6/3)砂質土。 2b隔よりも灰色がかる。
3b にぶい黄橙色 (10YR6/3)~にぷい黄褐色 (lOYR5/3)砂質土。 3a層に4a層が混じったようで、やや褐色分が強い。
4a 褐色 (7.5YR4/4)~褐灰色 (lOYR5/l)粗砂混じり砂質土。他より鉄分が多く沈箔しており、より茶色がかる。
4b 貸灰色 (2.5Y5/l)~灰淡褐色 (lOYR5/2)粗砂混じり砂質土。 4a層より鉄分が少なく、灰色がかる。
4c 黄灰色 (25Y5/l)~灰色 (5Y5/l)粗砂混じり砂質土。 4b層よりさらに灰色がかる。
5a 褐灰色 (lOYR5/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)粗砂混じり砂買土。 4b附より鉄分が少なく、灰色みか強い。
5b 明褐色 (75YR5/6)-賠灰黄色 (2.5Y5/2)粗砂混じり砂質土。5a層に鉄分が多く沈沼した部分。
6a 褐灰色 (lOYR5/l)~灰黄掲色 (10YR4/2)粗砂混しり砂質土
6b 6a陪＋褐色 (75YR4/6)~にぶい赤褐色 (5YR5/4)粘性砂質土。焼土状のプロノクを多く含む。
7a 黒褐色 (lOYR3/l)~黒色 (10YR2/l)粗砂混じり砂買士
7b 褐灰色 (lOYR4/l)~馬褐色 (10YR3/l)租砂混じり砂質土。 7a層よりやや色が簿い。
7c 褐灰色 (lOYR4/l)杜砂混じり砂質土。 7b層より祖く、灰色がかる。
Ba にぶい黄褐色 (IOYR5/4)~褐灰色 (IOYR4/J)祖砂。 Sb層が土埃化したものか。
Bb にぶい黄橙色 (IOYR6/4)-灰黄褐色 (10YR5/2)祖砂～シル ト。水流による自然堆積層。
A 黄灰色 (25Y6/l -2. 5Y5/l)砂質土
B 黄灰色 (25Y6/l)~灰黄色 (25Y6/2)砂質土
c 暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土
D 灰黄色 (25Y6/2)砂屈土

_N
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第6図 北壁土層（南東から）
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(4)遣構

遺構は I区.II区ともにそれぞれ4面検出した（第

7 -12・16-24図）。ただし、ベースとなる層が若干

異なるので、 I区と II区に分けてその概略を述べる。

なお、各遺構の法羅や埋士の様相等は遺構一覧表（第

1表）に記している。

①I区

I区で検出した第 1遺構面は 5層をベースとする。

検出した遺構は溝 1条 (SDOl)・ 土坑2基 (SK

02・03)・ピット 4基 (SPOl-04)である（第7. 

16図）。このうち SDOlは便宜上溝としているが、そ

の性格は耕作地の段差を埋めた人為的な盛土ないし埋

土と考えるべき性格のものである。埋土は 4つに分け

られ、うち最上層は植栽により多少汚れているが、ど

の埋土も概ね均質であり、重機によって乱雑に埋めら

れた現代のものではない。出上遺物についてもその下

限は幕末から近代初頭であり、その頃までに何度かに

分けて埋め立てられたものと考えている。その他は、

S POlからくらわんか碗が出士しており、近世に下る

ことが明らかであるが、他の遺構から出土した遺物は

古代の土師器・須恵器の破片に限られている。

第2遺構面は 6層および7層をベースとする遺構面

である。検出した遺構は溝l条 (SD02)・ 土坑4基

(S K04-07)・ピット17基 (SPOS-21)である（第

7・18図）。なお、 SDOZは耕作地段差に伴うものと

考えている。これらの遺構から出土した遺物は概ね士

師器と須恵器の破片であり、出士遺物から年代を決め

得る遺構は限られている。そのなかで、 SPOSはほぼ

完形の飛烏時代の須恵器杯蓋（第13図15)を出土して

おり（第14図）、遺構の年代を飛烏時代と考えている。

他には、 SP12から古代瓦が、 SK06から黒色土器が

出土しているので、第2遺構面で検出した遺構の年代

については、ひとまず飛鳥時代～平安時代前半に属す

るものと捉えている。

第 3遺構面は 7層下部において検出した遺構面であ

る。検出した遺構は溝 l条 (SD03)・土坑4基 (S

KOS-11)・ピット11基(SP22-32)である （第7図・

19図）。第3遺構面検出遺構から出土した遣物も第2

遺構面検出遺構同様、ほぼ士師器と須恵器に限定され

る。古代瓦が出上したSD03は、 SDOl底面で検出さ

れた遺構であるのでSDOlの最深部に相当するのかも

しれない。ただし、仮にそうであっても、 SDOlの上

限を瓦の年代まで遡らせるのは無理であり、古い瓦が

何らかの理由で混入したと捉えるべきであろう。その

他、 SP28からは飛鳥時代の須恵器杯身が出士してい

る。第3遺構面検出遺構の年代は、概ね飛鳥時代～奈

S002 

SP09 

第 3遺構面 SP23 

SP29 

二
゜

5m 

第 7図 I区遺構平面図 1 /100 
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第2章発掘調査の概要

良時代と考えている。

第4遺構面は 8層をベースとする遺構面である。検

出した遺構は溝 l条 (SD04)・士坑 1基 (SKl2)・ 

ピット12基 (SP 34-37・39-46) である（第7. 

17・20図）。このうち、 SP37・41は花岡岩の根石を

もち、 SP40・42は柱痕が認められるなど、掘立柱建

物の存在を想定できる遺構がみられる。 SP41は根石

の下から飛烏時代の杯身が出上したが、この杯身は第

3遺構面のSP28出土の須恵器杯身と接合したので、

S P41はSP28の下位部分かもしれない。なお、拳大

から人頭大の礫が多くみられたSKl2から出上した土

師器・須恵器には奈良時代以後に下るものや瓦器の破

片とみられるものが含まれていることから、同一遺構

面検出の他の遺構よりは新しい。 SDOl底面で検出さ

れたことから、 SDOlの最深部ないしその直下の遺構

とみるべきである。

②II区

II区で検出した第 1遺構面はI区同様、 5層をベー

スとする。検出した遺構は溝 l条 (I区から続く SD

01)・ピット18基 (SP47-64)と便宜状土坑とした

S Kl3・14である（第8・21図）。 SKl3は埋土に洪

水堆積層が混じり、甑穴状のくぼみが集中 した部分

で、ある時期に流路であった可能性も考えられる。

遺物は奈良時代のものが主体となっている。また、 S

Kl4は特に遺物の包含が多く、土層のしまりの悪い部

分である。その他、 SP 51・52・54・55・60・64の埋

土も洪水堆積層の可能性が考えられる。第 1遺構面検

出の遺構から出土した遺物は土師器と須恵器片である

が、平安時代前半まで下るものも含まれている。

第2遺構面は 6層をベースとする遺構面である。第

1遺構面で検出したSDOlの下に、同様の南に下る段

差を埋めた溝状の遺構を認めた。これはSD05として

いる。その他にピット 7基 (SP65-71) を確認して

いる（第8・22図）。遺構出上の遣物は、概ね奈良時

代を主体とする士師器・須恵器片であるが、 SDOlの

下に位置する SP70からは瓦器も 出士しており、第2

遺構面検出遺構の中には平安時代に下る遺構も含まれ

ていると考えられる。

第3遺構面は7層をベースとする遺構面で、検出し

た遺構の数も多い。検出遺構の内訳は士坑3基 (SK

15-17)・ピット24基 (SP 72-86・88-96) である

（第8・23図）。 SP81-84はいずれも径15cm程度の

円形ピットで埋士も同一の褐色砂質土であることか

ら、杭列を想定している。 SKl6は、炭化物や焼土を

含む土や明黄褐色と灰黄褐色の粘土ブロックを含むこ

とから、鍛冶に関わる遺構である可能性 も考えられ

工喜厨万□三 1
第2遺構面

SP75 SP77 SP76 SP86 SP88 

第 4遺構面

SP103 SK18 

粘土ブロyク

SP99 

SH01 

SP105 SP101 SP109 

゜
5m 

第8図 II区遺構平面図 1 /100 
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第2節寺田遺跡（第171地点）

る。第3遺構面の遺構から出土した遺物は弥生土器・

土師器 ・須恵器で、飛鳥時代～奈良時代の遺物が多

い。その中で、 SP75出土の弥生土器甕底部 （第13図

3)やSP78出土の土師器高杯脚部（第13図2)は弥

生時代後期後半から古墳時代の遺構を含む可能性を示

唆している。その他、 SP95からは土師器・須恵器と

ともに縄文時代の打製石鏃が出土している。

第4遺構面は自然堆積層である 8層をベースとする

遺構面である。検出した遺構は、土坑2基 (SKl8・ 

19)・ピット12基 (SP 97 -104・106 -109) と竪穴

住居 1棟 (SHOl)である（第8・12図）。これらの

遺構の多くは弥生土器または士師器の小片のみを出土

するため、遺構の年代を弥生時代～古墳時代に遡らせ

て考えたい。須恵器を伴う SPl07やSPl09について

も、須恵器の年代は飛鳥時代までにおさまるものであ

り （第13図10・20)、それより新しい遺構は確認でき

ていない。

II区中央で検出したSHOlは東西4.4m、南北0.8m

にわたる（第8-12図）。 東端と西端はほぼ直線なの

で方形の竪穴住居と考えている。覆土は層厚24cmで、

褐灰色～灰黄褐色礫混じり砂質土に、にぶい黄褐色～

褐色砂のブロックを混じえる不均質な層である。この

土層中には拳大から人頭大の礫や弥生時代後期後半～

終末期の士器が含まれていた。

この覆土を除去して検出した床土上面ではピット14

基 (SH-POl-14)を確認した。ただしSH-P03 

は奈良時代に下る須恵器杯を出土しており、本来は上

位遺構面の遺構と考える。SHOlの床土は黒褐色細砂

～シルトで層厚は約10cmである。床士を除去した底面

で、さらに土坑l基 (SH-KOl) とピット 5基 (S

H -P 15-19)を確認している。このうち、 SH-K

01は炭層で充填された浅い土坑であり、竪穴住居の中

央炉と考えられる。また、 SH-P 19はSHOlと切合

い関係をもつ、 SHOlよりも古いピットである。SH

01の年代については、弥生時代後期後半～終末期と考

えている。

SH01 

V 

“辰00~ ~ ー弥生土器
I'~ 

弥生土器・礫群出土状況

床土上面検出遺構
P13 P01 

床面検出遺構 柱痕

゜
2m 

第9図 S H01遺構平面図 1 /50 

第10図 S HOl礫群掘削状況（東から）

第11図 S H01床土
上面検出遺構掘削状況

（東から） （右上）

第12図 S H01床面
検出遺構掘削状況

（東から） （右下）
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第2章発掘調査の概要

(5)遺物

今回の調査で出土した遺物は27Q容量のコンテナ 5

箱分で、狭小な調査面積であるが、その質量ともに豊

富である。その内訳は弥生士器・土師器 ・須恵器・黒

色土器・緑釉陶器・瓦器・陶器・磁器・瓦（土師質・

須恵質）• 土製品（土錘）・打製石鏃等である。これら

は飛鳥時代～奈良時代の資料が最も多く、弥生時代後

期後半～古墳時代や平安時代前半のものも一定羅認め

られる（第13図）。しかし、弥生時代後期よりも遡る

資料は打製石鏃 1点のみである。また、平安時代後半

以後の遺物については、瓦器や東播系須恵器、 中国製

磁器がみられるが、その数は減少する。その他、近世

~) 

＼ここ：互名
0 10cm 

〔出土層位・遺構〕 7・22 II区4層 13 II区6・7屈 19 SP28 41 
1 II区7庖 8 S Kl3 14 II区6層 20 S P 107 
2 S P78 9 S D05 15 S POS 21 I区5層
3 S P75 10 S Pl09 16 S P79 23 I区4b陪
4・5 S HO! 11 S P72 17 lI区1-4陪
6 S KOS 12 I区5層上部 18 I区8層上面

第13図 遺物実測図 1/4 

第14図 S P08遺物出土状況（南から）
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後半から近代初頭の陶器・磁器も少鼠みられた。

遺構出土の遺物としては、 II区で検出した SHOl出

土の弥生時代後期後半～終末期の土器 (4・5)や、

S POS、SP28・41、SP72、SP79、SP107、S

P 109出土の飛鳥時代の須恵器が挙げられる (10.

11・15・16・19・20)。さらに、 SKl3やSD05から

は律令期の土師皿 (8・9) も出上している。

4. 小結

今回の調査地点は、限られた範囲を対象としたもの

であったにも関わらず、多くの遺構・遺物が出士し

た。このことは、今回の調査地点が寺田遺跡の中心部

に位置していることを如実に物語っている。遺構から

出土した遺物や包含層出士遺物の多くは、弥生時代後

期後半～平安時代前半のものであるので、検出した遺

構の多くもその時期のものと考えられる。主な遺構と

しては、 II区第 4遺構面で検出した SHOlが弥生時代

後期後半～終末期の竪穴住居であり、同一面で検出し

たSP107・109などが飛烏時代の柱穴の可能性が考え

られるものである。さらに、 I区第4遺構面で検出し

たSP 37・40・41・42は飛鳥時代の掘立柱建物の柱穴

の可能性が考えられるほか、 I区第 2遺構面検出の S

POSも飛鳥時代の遺構の可能性がある。なお、平安時

代後半以後の遺物が減少することから、今回の調査地

はおそらくこの頃に耕作地化されたのであろう。

以上のように、今回の調壺によって得られだ情報

は、これまでに積み重ねられてきた寺田遺跡の消長に

掛る知見と見事に一致している。加えて、近世末から

近代初頭頃までにSDOlのような段差を埋め立てた痕

跡が確認されることから、その頃に耕作地の再編成が

行われたことも推測できた。

今後の取り扱いは、今回の調査によって擁壁工事掘

削により損壊を受ける埋蔵文化財について記録できた

ので、工事に着手することが可能であると判断する。

ただし、建物基礎部分においては、計画通りの掘削深

度に留めて、掘削が遺物包含層に達することのないよ

う注意されたい。 （白谷朋世・竹村忠洋）

第15図遺構実測風景
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第16図 S 001掘削状況（北東から） 第17図 S K12掘削状況（北から）

第18図 I区第2遺構面掘削状況
（西から）

第19図 I区第 3遺構面掘削状況
（西から）

第20図 I区第4遺構面掘削状況
（西から）

第21図 II区第 1遺構面
掘削状況（西から）

第22図 II区第2遺構面
掘削状況（東から）

第23図 II区第3遺構面第24図 II区第4遺構面
掘削状況（西から） 掘削状況（西から）
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第 1表寺田遺跡第171地点遺構一覧表

I区第 1遺構面検出遺構
遺構名 法黛 平面形態 埋 土 出土遺物 備考

①黄灰色 (25Y5/l)粗砂滉じり細砂 植栽の影響でやや汚れている

SDOI 束深西さ3197 73c5m m 南北105cm 直（南線壁状にかかる。11区に統く ）
②黄褐色 (2SYS/3)細砂～シルト

土瓦師，瓦器質，須土恵器器陶，器
③暗灰黄色 (25Y5/2)細砂～シルト

④黄灰色 (25Y6/l)細砂～シルト

SKOi SDOIの欠上番層であることが判明し
たため

SK02 東深西140cm,南北55cm,
さ331cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (10YR5/l)-灰黄褐色 (lOYR4/2)床J!砂～細砂 上師器須恵器瓦 北壁にかかる

SK03 東西150cm,南北46cm,深さ3cm 不明 (SDOlに切られる） 褐灰色 (IOYRS/1)-灰黄褐色 (IOYRS/2)中砂混じり砂質土 瓦土師，裸器須恵器， やや土壌化しており礫を含む

SPOI 東西50cm南北80cm 不明 (SDOIに切られる） 褐灰色 (10YR6/l)-灰黄褐色 (10YR6/2)粗砂混じり砂質土 磁士師器器．須恵器 南側をS001に切られる

SP02 長軸34cm短軸2&m 楕円形 灰白色 (25Y7/l) -灰黄色 (25Y6/2)シルト 土師器須恵器

SP03 東西24cm,南北56cm深さ95cm 不明 (Iトレンチにかかる）灰色 (5Y6/!)粗砂質土 南］側区西を端で検出。
S001に切られる

①灰白色 (25Y7/l) -灰黄色 (25Y6/2)シルト

SP04 東西43cm,南北16cm 不明（北壁にかかる） ②橙色 (75YR6/6)粘性砂質土 須恵器

麟灰色 (1QYR6/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)細砂

I区第2遺構面検出遺構
遺構名 法 呈 平面形態 埋 土 出土遺物 備考

S002 検出長75cm.福25cm深さ12cm 直線状
①土褐＋褐灰色色 ((I7 O5YYRR54//l6) ) --灰に黄ぶ褐い色赤褐(I色OYR(54Y/2R)5/粗4)砂粘混性じ砂り質砂土質

耕作地段差に伴う溝
②椙灰色 (10YR5/l)祖砂混しり砂質土

SK04 長軸90cm,短軸80cm,深さ20cm 隅丸方形 灰黄色 (25Y7 /2-2 5Y6/2)細砂質土～シルト 土師器須恵器 SP06埋土に似る

①黄灰色 (25Y6/l) -灰黄色 (25Y7 /2)細砂 土師器

SK05 長軸85cm,短軸8伐m深さ37cm 不定形
②黒褐色 (IOYR3/2)細砂＋灰黄褐色 (IOYR6/2)砂質土 土師器須恵器

③灰黄褐色 (10YR6/2)-灰黄色 (25Y6/2)砂質土 士師器士錘

④褐灰色 (IOYR5/!)粗砂混じり砂質土

SK06 東西4m南北65cm深さ9cm 不に切明ら（れ北る壁）にかか りS001 褐灰色 (75YR5/l) -褐色 (75YR4/3)粗砂混じり砂質士 土黒色師器土器須恵器 しま りはややあまい

不SP明18こ（北切壁らにかかり，SDOl
①4黒/褐2)色祖(砂5Y混R3じ/lり)砂細質砂士＋褐灰色 (10YR5/l)+灰黄褐色 (lOYR 不均質でしまりはややあまい

SK07 東西100cm南北50cm,深さ26cm I れる） ②灰砂色質土(5Y6/l ~7 5Y6/l) +明褐色 (75YR5/6)柑砂混じ り 束りほど8層と混じって粗砂混 し
シルト になる

①灰白色 (25Y7/l) -灰黄色 (25Y6/2)シルト

SP05 東西50cm南北30cm,深さ64cm 不切明 （れ北る壁）にかか り，SK04
にら

②橙色 (75YR6/6)粘性砂質士 鉄分沈消によるものか

③褐灰色 (IOYR6/l)-灰黄褐色 (IOYRS/2)細砂 粘性な し

SP06 長軸50cm短軸30cm,深さ9cm 楕円形 黄灰色 (25Y6/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)粗砂質土

SP07 径25cm,深さ2cm 円形 黄灰色 (25Y6/l) -灰黄色 (25Y7/2)細砂 土師器 SK05①層に似る

SP08 長軸50cm短軸30cm,深さ22cm 楕円形 灰黄色 (25Y6/2) -灰黄褐色 (lOYR6/2)粗砂混しり砂質土 須（杯恵菟器 皿型式） 6陪プロックを含む

SP09 長軸35cm,短軸25cm深さ25cm 不明 (SDOlに切られる） にぶい黄橙色 (IOYR6/3)粗砂混じ り砂質土 S床DO面Iに南側を切られる11。を
においてSPIO・ 検出

SPIO 長軸25cm短軸20cm,深さl&m 桁円形 黄灰色 (25Y5/l) -褐灰色 (IOYR5/l)砂質土 須恵器

SPll 東西35cm南北25cm,深さ19cm 杓円形 褐灰色 (10YR5/l)砂質土 土師器

SP12 長軸55cm短軸20cm,深さ97cm 不定形 黄灰色 (25Y5/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)租砂混じ り砂質土 土師器須恵器瓦
SP!3 径20cm深さ33cm 円形 黄灰色 (25Y5/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土

SP14 径20cm,深さ4cm 円形 灰色 (5Y6/1)砂質土

SP15 径25cm,深さ4cm 円形 灰色 (5Y6/l)砂質土 土師器須恵器

SP16 径10cm深さ4cm 円形 灰色 (5Y6/l)粗砂混 じり 砂質土 土師器

SP!7 径10cm深さ4cm 円形 にぶい黄褐色 (10YR5/4)-黄褐色 (10YR5/6)砂質土

SP18 東西9仮m,南北35cm,深さ222cm 不を切明る(S）DOIに切られ，SK07 黄灰色 (25Y6/l)粗砂混しり砂質土 土師器

SP19 東西45cm,南北40cm,深さ&m 不明 (S001に切られる） 黄灰色 (25Y6/l-2 5Y5/l) +褐色 (75YR4/3)砂質土 土師器瓦 4層類似層。しま りはあまい

SP20 束西75cm.南北70cm深さ15cm 不定形 褐砂灰質土色 (10YR6/l)-にぶい黄橙色 (10YR6/3)細砂質土～中 土師器須恵器

SP21 東西40cm,南北20cm,深さ101cm 不明 (SDOlに切られる） 褐灰色 (lOYRS/1)-灰黄褐色 (lOYRS/2)中砂混じり砂質土 しまりは良い

I区第3遺構面検出遺構
遺構名 法磁 乎面形態 埋 土 出土遺物 備考

S003 長軸120cm,短軸25cm,深さ8&m 長楕円形 褐灰色 (IOYRS/1)粘性砂質土 須恵器瓦礫 粘性弱い

SKOS 東西110cm,南北70cm深さ79cm 不明（サプトレにかかる） 褐灰色 (IOYR4/l)-灰黄褐色 (!OYR4/2)細砂～シルト 土師器 周な辺造構より裸 租砂の含有少
し‘

SK09 束西165cm南北70cm,深さ108cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (10YR4/l)-里褐色 (10YR3/2)砂質土

SKlO 東西85cm南北70cm深さ47cm 不切明られ（北る壁）にかかり，SDO!に 褐灰色 (10YR4/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 S柱K痕llあ埋り土より灰色がかる。

SKll 東西75cm,南北85cm,深さ156cm 不明 （北壁にかかる） 褐灰色 (10YR4/l)-黒褐色 (!OYR3/2)砂質土 土師器 S柱P痕28埋2つ土あよりり灰褐色がかる。

SP22 東西45cm,南北20cm深さ298cm 不明 (1トレンチにかかる）
①褐灰色 (IOYR5/l)-灰黄褐色 (IOYR5/2)砂質土 土師器 柱痕部分。②より黄色がかる

②灰色 (5Y5/l)砂質土

SP23 東西40cm,南北15cm,深さ5cm 不明（北壁にかかる） 埋土は7層に類似

①灰り粘黄性褐砂色質(l土OYR6/2) -にぶい黄橙色 (lOYR6/3)粗砂滉じ 粘性強い

SP24 長軸60cm短軸50cm深さ167cm 隅丸三角形
②灰色 (75Y5/l-10Y5/l)枯性砂質土 土師器 粘性弱い

③灰黄褐色 (IOYR5/2)粗砂 ピソト埋土ではなくヘース土

SP25 径40cm,深さ221cm 円形 灰色 (75¥6/1) -灰オリープ色 (75Y6/2)中砂 土師器須恵器

SP26 径30cm,深さ64cm 円形 褐灰色 (10YR5/l)~灰黄褐色 (lOYR5/2)中砂混じり砂質土 礫 埋土はSP27と同し
SP27 長軸60cm,短軸50cm,深さ14cm 楕円形 褐灰色 (IOYR5/l)-灰黄褐色 (IQYR5/2)中砂混じり砂質土 土師器 埋土はSP26と同じ
SP28 長軸50cm短軸40cm,深さllcm 不明（北壁にかかる） 褐色 (75YR4/3) -灰黄色 (25Y6/2)砂質土 須恵器 ややしまりがあまい

SP29 径20cm深さ5cm 円形 褐灰色 (10YR4/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)細砂～シルト SK08埋土に似る
SP30 東西2汝m南北10cm深さ7cm 不明 （サプトレにかかる） 褐灰色 (lOYRS/1)粗砂質土

SP31 束酉85cm,南北30cm,深さ5cm 不明 （北壁にかかる） 黒褐色 (10YR3/l)-黒色 (10YR2/l)礫混じ り砂質土 I cm大の礫を含む。柱痕あり
SP32 径30cm,深さ66cm 円形 褐灰色 (10YR4/l)-黄灰色 (2SYS/I)砂質土

-22 -



第2節寺田遺跡（第171地点）

I区第 4遺構面検出遺構
遺構名 法塁 平面形態 埋土 出土遺物 備考

S004 東西210cm南北20cm,深さ59cm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (IOYR4/l)租砂混しり砂質土 不鮮明で汚れている

土瓦器師器か礫須恵器
最ど粒上子部がは細土か壌化く している，堆下積ほ

SK12 東西100cm.南北55cm深さ26cm 不明（南壁にかかる） 灰黄褐色 (10YR5/2-10YR4/2)粗砂～シルト ，ラミナ状 で
あり雨による流入を考える。

SP34 長軸65cm短軸60cm,深さ152cm 隅丸方形 灰粗色砂混(Nじ5/0り)砂-質暗土灰色(N3/0)+灰白色(5Y7/2)-浅黄色(5Y7/3) 土師器．須患器 不鮮明で汚れている

SP35 東西95cm南北30cm,深さ72cm 不明（北壁にかかる） 灰色 (75Y6/l -7 5Y5/l)粗砂混じりシルト

SP36 径25cm.深さ61cm 円形 灰色 (75Y4/l)租砂混じり砂質土 埋土はSP37と同し

SP37 東西45cm,南北30cm,深さ7&m 不明（南壁にかかる） 灰色 (75Y4/l)粗砂混しり砂質土 土師器，須恵器礫 埋土はSP36と同じ

SP38 
上陪遺構第 2遺構面SK05の掘り
残し

SP39 径40cm.深さ4cm 円形 灰色 (75Y4/l)租砂混じり砂質土 埋土はSP36に似る

SP40 長軸85cm,短軸60cm,深さ8cm 隅丸方形 灰色 (75Y6/l -7 5Y5/l)粗砂混じりシルト 土帥器 埋土はSP35に似る。柱痕あり

SP41 長軸58cm,短軸42cm,深さ13cm 不明（北壁にかかる） 黄灰色 (25Y6/l) +灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 須恵器礫 埋土はSP42と同じ

SP42 東西65cm南北60cm深さ12cm 不明（南壁にかかる） 黄灰色 (25Y6/l) +灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 土師器 埋土はSP41と同じ。柱痕あり

SP43 東西85cm,南北30cm,深さ45cm 不明 （南壁にかかる）
灰質色土 (7 5Y5/l)-灰オリ ープ色 (75Y5/2)粗砂～粗砂混じり砂 SえKら12れと同しく雨による堆積と考

る。
鶏卵大以下の礫を含む

SP44 東西25cm,南北10cm深さ36cm 不明（南壁にかかる） 灰質土色 (75Y5/l)-灰オリープ色 (75Y5/2)粗砂～粗砂混じり砂 SえKら12と同じく雨による堆積と考
れる。

妥り卵大以下の礫を含む

SP45 東西15cm,南北20cm,深さ95cm 不明（南壁にかかる） 灰オリ ープ色 (75Y5/2-7 5Y5/3)網砂～シルト

SP46 束西65cm,南北25cm,深さ4cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (IOYR4/l)-黒褐色 (IOYR3/l)砂質土 花尚岩風化粒を含む

II区第 1遺構面検出遺構
遺構名 法羹 平面形態 埋土 出土遺物 備考

SK13 東西270cm.南北120cm.深さ19cm 不明（南壁北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR5/l)-灰黄褐色 (lOYR5/2)祖砂混じり砂質土 土師器須恵器 南壁では多くの層に分かれる

SK14 東西90cm南北105cm,深さ6cm 不明（南壁北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR6/l)-灰黄褐色 (lOYR5/2)砂質土 土師器須恵器 しまりが悪く，遺物が多い

SP47 東西15cm,南北45cm,深さ15cm 不明（サプトレにかかる） 灰色 (5Y6/l-5Y5/l) シルト～粘性砂質土 土師器，須恵器 5層と比べて鉄分少ない

SP48 束西30cm南北20cm深さllcm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (1QYR5/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)粗砂混じり砂質土 土師器

SP49 径20cm深さ4cm 円形 褐灰色 (lOYR6/l) シルト～細砂 SP55①層に似る

SP50 径25cm,深さ5cm 円形 褐灰色 (IOYR6/l) シルト～細砂 土師器 SPSS①層に似る

SP51 径30cm深さ8cm 円形 褐灰色 (IOYR6/l)-浅黄橙色 (IOYRS/4)粗砂～シルト 土師器．須恵器 上ほよど粒る子堆積が租とい
雨にる 考。えられる

SP52 径30cm深さ9cm 円形 掲灰色 (IOYR6/l)-浅黄橙色 (IOYR8/4)粗砂～シル ト 土師器須恵器 上ほと粒子堆積が粗とい
雨による 考゜えられる

SP53 東西100cm南北25cm,深さ7cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (10YR6/l)~灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土 土師器，須恵器 SP58埋土に似る

SP54 東西40cm,南北10cm深さ9cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR6/l)-浅黄橙色 (lOYRS/4)粗砂～シルト 上ほど粒る子堆が粗とい
雨に よ 積考 え゚られる

SP55 東西50cm,南北25cm深さ17cm 不明 （南壁にかかる）
①褐灰色 (IOYR6/!) シル ト～細砂

土師器須恵器
②褐灰色 (10YR6/l)-浅黄橙色 (lOYRS/4)租砂～シルト 雨による堆枝と考えられる

SP56 径35cm深さ7cm 円形 褐灰色 (IOYR6/l)-灰黄褐色 (IOYR5/2)砂質士 土師器須恵器 SP58埋土に似る

SP57 径20cmi采さ5cm 円形 褐灰色 (IOYR6/l)-灰演褐色 (IOYR5/2)砂質土 土師器．須恵器 SP58埋土に似る

SP58 径30cm,深さ汝m 円形 褐灰色 (IOYR6/l)~灰黄褐色 (IOYR5/2)砂質土 土師器須恵器 5層より鉄分多い

長軸50cm.短軸40cm深さ18cm 不定形
①褐灰色 (10YR6/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)砂質士 土師器須恵器 SP58埋土に似る

SP59 
②黄灰色 (25Y6/l-2 5Y5/l)細砂 土師器須恵器

①褐灰色 (10YR6/l) -灰黄褐色 (10YR6/2)細砂～シルト

SP60 長軸50cm,短軸40cm深さ19cm 楕円形 ②褐灰色 (IOYR6/l)-浅黄橙色 (IOYRS/4)粗砂 土師器須恵器 上ほど粒子堆積が粗とい
雨による 考゚えられる

③褐灰色 (IOYR6/l)-灰黄褐色 (IOYR5/2)砂質土 SP58埋土に似る

SP61 東西30cm,南北20cm深さ9cm 不明 (SP60 62に切 られる） 掲灰色 (lOYR6/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土 土師器 SPSS埋土に似る

SP62 長軸35cm,短軸30cm深さ9cm 楕円形 褐灰色 (lOYR6/l) シルト～細砂 須恵器 SP55①層に似る

SP63 径35cm,深さ12cm 円形 灰黄色 (25Y6/2) -暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土 須恵器

SP64 東西25cm,南北17cm,深さ7cm 不明（北壁にかかる） 灰Y白R色S/4()7 5Y7/l-7 5Y7/2) シルト ＋浅黄橙色 (lOYRS/3-
10 中砂

雨による堆栢と考えられる

II区第2遺構面検出遺構
遺構名 法黛 平面形態 埋土 出土遺物 備考

SD05 東西97m南北90cm,深さ20cm 南壁にかかる 黄灰色 (25Y6/l)細砂～シルト 弥須生忠土器器土師器 埋土はS001④層に似る

SP65 束西60cm,南北50cm,深さ17cm 楕(SD0円形5にか切られる）
①黄灰色 (25Y6/l) -灰黄色 (25Y6/2)砂質土

土師器須恵器
②褐灰色 (!OYR4/l)-黒褐色 (IOYR3/l)砂質土

SP66 径35cm.深さ7cm 円形 褐灰色 (IOYR6/l)~灰黄褐色 (IOYR6/2)粗砂混しり砂質土 土師器須恵器

SP67 束西50cm,南北50cm,深さ13cm 不明（南壁にかかる） 黄灰色 (25Y6/l) -灰黄色 (25Y7/2)細砂 土師器須恵器

SP68 径35cm.深さllcm 円形 褐砂灰混色じり(l砂OY質R土5/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)-黄灰色 (25Y6/l)粗 土師器 SP69埋土より黄灰色がかる

SP69 東西25cm南北40cm.深さ13cm 柁円形 褐灰色 (lOYRS/1)~灰黄褐色 (lOYRS/2)粗砂混しり砂質土 須恵器

SP70 東西20cm南北40cm,深さ14cm 柁円形 黄灰色 (25Y6/l ~2 5Y5/l)中砂混しり砂質土 土瓦器師器．須恵器

SP71 東西35cm,南北30cm,深さ34cm 不明 (1トレンチにかかる） 灰白色 (25Y7/l) -黄灰色 (25Y6/l)中砂混じり砂質土 土師器．須恵器

II区第3遺構面検出遺構
造構名 法星 平面形態 埋土 出土造物 備考

SK15 東西205cm.南北40cm深さ29cm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (IOYR5/l)~灰黄褐色 (IOYR4/2)砂質士 土師器，俎恵器 7恩よりやや灰色がかる

①土明黄褐色 (10YR6/8) +灰黄褐色 (10YR6/2)粗砂混じり粘

②灰黄褐色 (IOYR5/2-10YR6/2)砂質土 ①を少し含む

③ 灰色 (IOYR4/l) ~黒褐色 (IOYR3/l)砂質土～シルト ④を少し含む

SK16 東西260cm南北100cm深さ34cm 不明（南壁北壁にかかる）
④明赤褐色 (5YR5/6)-赤褐色 (5YR4/6)シルト

土師器
焼土や炭化物を多く含む

国易色 (75YR4/3) -にぶい黄梃色 (10YR4/3)砂質土 ③よりも褐色がかる

⑥灰黄褐色 (lOYR4/2)-にぶい黄褐色 (IOYR4/3)砂質土 炭化物を少し含む

⑦灰黄褐色 (lOYR4/2)-褐灰色 (10YR4/l)粗砂滉 じり砂質
炭化物を少し含む

土

⑧黄灰色 (25¥5/1-2 5Y4/l)柑砂混じり砂質土

SK!7 東西260cm.南北100cm.深さ16cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR4/l) ~黒褐色 (lOYR3/l)粗砂混じり砂質土 S005, SK15などに切られる

SP72 東西45cm.南北60cm.深さ185cm 不か明（北壁 サプトレにかる）
褐灰色 (lOYR4/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)細砂～シルト 土師器，須恵器

SP73 径20cm.深さ4cm 円形 灰褐色 (75YR4/2) -褐灰色 (10YR6/l)粗砂混じり砂質土
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SP74 径15cm,深さ2cm 円形 褐灰色 (10YR5/l)-灰黄褐色 (!OYR5/2)砂質土

SP75 径25cm,深さ17cm 円形 掲灰色 (IOYR4/l)-灰黄褐色 (IOYR4/2)祖砂混じり砂質土 弥生土器須恵器

SP76 長軸50cm,短軸35cm,深さ28cm 楕円形 褐灰色 (IOYR5/l)-灰黄褐色 (IOYR4/2)砂質土 土師器 7層よりやや灰色がかる

SP77 長軸35cm,短軸20cm,深さ6cm 楕円形 褐灰色 (lOYRS/1) -灰黄褐色 (lOYR4/2)砂質土 礫 7陪よりやや灰色がかる

SP78 長軸32cm,短軸19cm,深さ5cm 楕円形 褐灰色 (lOYR4/l)-黒褐色 (lOYR3/l)粗砂混じり砂質土 土師器（高杯脚部）

SP79 東西40cm,南北25cm,深さ16cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (IOYR5/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)机砂混しり砂質土 須恵器

SP80 長軸35cm短軸25cm深さ15cm 楕円形 褐灰色 (10YR5/l) -灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土 土師器

SPSl 径15cm深さ126cm 円形 褐色 (75YR4/4)砂質土 杭列

SP82 径15cm深さ132cm 円形 褐色 (75YR4/4)砂質土 杭列

SP83 径15cm,深さ132cm 円形 褐色 (75YR4/4)砂質土 杭列

SP84 径15cm,深さ10&m 円形 褐色 (75YR4/4)砂質土 杭列

SP85 東西15cm南北40cm.深さ63cm 不明 (S005に切られる） 褐灰色 (10YR5/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 7層よりやや灰色がかる

SP86 長軸40cm.短軸30cm.深さ19cm 楕円形
諷灰色 (10YR5/l)-灰黄褐色 (lOYR5/2)砂質土

土師器須恵器
麟灰色 (10YR4/ l)~黒褐色 (10YR3/l)砂質土

SPSS 長軸35cm,短軸20cm,深さ7cm 隅丸三角形
褐質土灰色 (10YR5/l~10YR4/l) 砂質土 ＋ 浅黄色 (2 5Y7/3)砂 士師器

SP89 東西50cm,南北25cm深さ9cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR4/l) -灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土

SP90 東西30cm,南北20cm,深さ175cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR6/l-lOYR5/l)砂質土

SP91 東西30cm,南北20cm,深さ42cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR6/l-lOYR5/l)砂質土 土師器

SP92 東西45cm,南北25cm,i菜さ143cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR6/l-lOYR5/l)租砂混じり砂質土 礫

SP93 東西80cm,南北70cm,深さ159cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (JOYR6/l)-灰黄褐色 (10YR6/2)砂質土 土師器

SP94 東西90cm南北40cm,深さ246cm 桁円形 褐灰色 (lOYR4/l)-黒褐色 (10YR3/2)砂質土 土師器

SP95 東西40cm,南北70cm深さ25cm 不(I明トレンチに切られる） 褐灰色 (75YR4/l )~ 黒褐色 (75YR3/2)砂質土 土石鏃師器，須恵器

SP96 東西25cm,南北15cm深さ11cm 不明（北壁にかかる） 黒褐色 (75YR3/J)粘性砂質土

II区第4遺構面検出遺構
遣楷名 法盈 平面形態 埋土 出土遺物 備考

①黄灰色 (25Y5/l)~ 暗灰黄色 (25Y5/2)細砂 柱痕か

SK18 東西90cm南北70cm深さ28cm 不明（北壁にかかる）
②黄灰色 (25Y4/l) -暗灰黄色 (25Y4/2)細砂

土帥器
③灰色 (5Y4/l)-黄灰色 (25Y4/l)礫混しり砂質土

④褐灰色 (IOYR4/l) ~黒褐色 (IOYR3/l)祖砂混じりシルト

①褐灰色 (IOYR4/l) -灰黄褐色 (IOYR4/2)砂質土 土師器

SK19 東西110cm,南北30cm深さ20cm 不明（北壁にかかる） ②褐灰色 (75YR4/l) -褐色 (75YR4/3) シル ト～砂質土

③賠灰黄色 (25Y5/2) ~黄褐色 (25Y5/3)細砂～シルト

SP97 東西75cm南北60cm,深さ12cm 棺円形 (SP98に切られる） 褐質灰土色 (75YR5/l) -灰褐色 (75YR5/2)粗砂混じり粘性砂 土師器

①褐灰色 (75YR5/l -7 5YR4/l)粗砂混じり粘性砂質土

SP98 東西70cm南北45cm,深さ32cm 不明（南壁にかかる） ②褐砂灰質土色 (75YR4/l)~ 灰褐色 (75YR4/2)細砂混じり粘性

SP99 束西40cm,南北45cm,深さ64cm 不明（北壁にかかる） 黄灰色 (25Y4/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)細砂

SPlOO 東西40cm南北20cm,深さ89cm 不明（北壁にかかる） 黄灰色 (25Y5/l) -昭灰黄色 (25Y5/2)粗砂混じり砂質土

SP!Ol 長軸45cm.短軸30cm.深さ12cm 桁円形 黄灰色 (25Y4/l) ~黒褐色 (10YR3/2)礫混しり斗1l砂 8屈が汚れたものか

SP!02 長軸70cm短軸30cm深さ21cm 楕円形
褐灰色卜(10YR4/l) -にぶい黄褐色 (10YR4/3)礫混じり 細砂
～シル

SP103 東西30cm.南北20cm.深さ64cm 不明 （北壁にかかる） 褐灰色卜(IOYR4/l) -にふい黄褐色 (IOYR4/3)礫混じり細砂
～シル

SP102埋士に似る

SP104 長軸45cm.短軸35cm深さJO1cm 楕円形 褐灰色 (10YR4/l) ~灰黄褐色 (10YR4/2)粗砂混しり砂質土

SP105 束西25cm,南北15cm,深さ116cm 不明（南壁にかかる） SK15の掘り残し

SP106 径60cm,深さ72cm 円形
黄灰色 (25Y4/l) -褐灰色 (10YR4/l)床11砂混じり砂質土～

土師器
シルト

SP107 東西45cm南北30cm深さ102cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (lOYR5/l)~灰黄褐色 (10YR5/2)砂質土 土師器，須恵器裸

SPJOS 束西60cm,南北45cm,深さ158cm 不明（北壁にかかる） 褐灰色 (IOYR4/l) -灰黄褐色 (IOYR4/2)細砂～シルト 土師器，炭化物 SP72下層

①褐灰色 (IOYR4/l)-灰黄褐色 (!OYR4/2)細砂～シルト

SP109 東西60cm,南北30cm,深さ41cm 不明（南壁にかかる） ②褐～灰細色砂 (10YR4/l) -黄灰色 (25Y4/l)粗砂混じりシルト :L師器須恵器

SHOl 東西44m. 南北80cm.深さ34cm 不明（南壁北壁にかかる）
①褐灰色ヽ(黄10褐YR色4/l)OY~R灰4/黄3)褐~色褐(I色OY(RIO4Y/2R)4/礫4)混砂しり砂質土
＋にぶし (1 弥生土器礫

竪穴住店覆土

②黒褐色 (75YR3/l -7 5YRZ/Z)細砂～シルト 竪穴住居床土

S HOl内検出遺構
遺構名 法最 平面形態 埋土 出土遺物 備考

KO! 東西120cm,南北46cm,深さ9cm 不明 （切南ら壁れにるかかり、Pl7に）
黒色 (N2/0)~灰色 (N4/0)炭混じり祖砂 弥生土器 炭屈。中央炉

PO! 東西26cm,南北10cm,深さ&m 不明（南壁にかかる） 黄灰色 (25Y4/l) -昭灰黄色 (25Y4/2)砂質土

P02 東西14cm南北48cm,深さ59cm 不明（北壁にかかる） 掲色 (75YR4/3)粗砂混じり粘性砂質土

P03 東西50cm南北44cm,深さ707cm 不明（北壁にかかる）
①黄灰色 (25Y5/l) ~にぶい黄色 (25Y6/3)砂質土

土師器須恵器
②黄灰色 (25Y5/!)砂質土

P04 長軸26cm短軸22cm,深さ6cm 楕円形 (P05に切られる） 黄灰色 (25Y5/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土 弥生土器

P05 長軸46cm短軸30cm深さ5cm 隅丸方形 褐灰色 (10YR4/1)~灰黄褐色 (10YR4/2)砂質土 検えた出時はP05とP06は別逍構と考

P06 褐灰色 (IOYR4/l)砂貸土 P05の柱痕部分

P07 東西16cm,南北6cm深さ36cm 不明（北壁にかかる） 暗褐色 (75YR3/4)租砂混じり砂質土 鉄分多い

POS 東西42cm,南北24cm深さ54cm 不明（北壁にかかる） 黄灰色 (25Y4/l) ~灰色 (5Y5/l)砂質土

P09 東西18cm南北12cm,深さ44cm 不明 （北壁にかかる） 黄灰色 (25Y4/l)~ 里褐色 (IOYR3/2)砂貿土

PlO 東西30cm,南北14cm,深さ81cm 不明（北壁にかかる） 灰色 (N4/0)粗砂

Pll 東西26cm,南北32cm,深さ122cm 不明に（北切壁らにれかるか）り，
①褐灰色 (75YR4/l)祖砂混じり粘性砂質土

弥生土器
SK!8 ②にふい黄褐色 (10YR5/4)粗砂～中砂

Pl2 東西20cm南北10cm深さ3cm 不明（南壁にかかる） 黄灰色 (25Y5/l) -暗灰黄色 (25Y5/2)砂質土

束西61cm南北26cm,深さ154cm 不明（南壁にかかる）
①暗灰色 (N3/0)砂質土

弥生土器
柱痕部分

Pl3 
②褐灰色 (10YR4/l) ~灰黄褐色 (lOYR4/2)砂質土

Pl4 束西28cm,南北20cm,深さ107cm 不明 (SKISに切られる） 黄灰色 (25Y4/l)粗砂混じり砂質土

PIS 東西32cm,南北26cm,深さ103cm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (lOYR4/l)-灰黄褐色 (10YR4/2)租砂混じり砂質土

Pl6 束西36cm南北22cm.深さ6cm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (lOYR4/l)租砂混じり砂質土

Pl7 東西36cm南北40cm,深さ21cm 不明（南壁にかかる） 褐灰色 (10YR4/l)-灰黄褐色 (10YR5/2)粗砂混じり砂賃土 弥生土器 柱痕はやや掲色がかり，細砂質土

PIS 束西72cm,南北3&m,深さ10cm 不明（南壁にかかる） 黄灰色 (25Y4/l) 中砂～粗砂 床は礫多い

Pl9 東西44cm南北30cm,深さ27cm S不P明109（に南切壁らにれかるか）り、 黄灰色 (25Y4/l) ~暗灰黄色 (25Y5/2)細砂～シルト S床HはOl礫に多先い立。つ遺構
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第3節清水遺跡（第22地点）

1. 調査に至る経緯

平成7年1月17日、淡路島北部を震源域とするマグ

ニチュード7.2の大規模な地震が発生した。兵庫県南

部地震であり、その後、「阪神・淡路大裳災」と称さ

れるようになった。震度7が測定された本市域では、

壊滅的な被害がもたらされ、死亡者440人、全壊4.722 

棟、半壊4.060棟の被災建物を数え、全・半壊併せて

56. 9%にのぼる著しい建物被害率であることが判明し

た。

本遺跡の所在する芦屋市清水町の周辺一帯は、中で

も重度の被害地域であり、全壊建物の比率が70%を超

えている。被害直後からライフラインの復旧工事など

が進められたが、抜本的な復興計画が必要な地域と考

えられ、芦屋市は地鹿直後の平成7年2月8日、「芦

屋市震災復興基本方針概要」を示し、 1. 震災復興の

基本方針、 2. 被災者への住宅の供給と公共空間の確

保、 3. 被災集中地区における復興事業の計画内容を

明らかにした。被災がとくに集中している地区では、

安全性の確保のため、地区全体での取り組みが必要と

考えられ、土地区画整理事業や市街地再開発事業など

の整備事業を進めることによって市街地の新たな形成

を図るため、必要に応じて建築基準法第84条の区域指

定を行い、建築を大幅に制限した。

以上の復興方針案に基づいて設けられた事業メ

ニューが(1)土地区画整理事業 (2)市街地再開発事

業 (3)住環境整備事業 (4)街路事業 (5)その他であり、

(1)については、①中央地区（約13ha) と②西部地区

（約21.2ha)、(2)については JR芦屋駅南地区（約
3. 4ha)、(3)については若宮地区（約2.4ha)、(4)につ

いては、①山手幹線②川西線③松浜線④稲荷山線など

の具体的計画が明らかにされている。

これらの復興計画に対し、埋蔵文化財保護行政サイ

ドでは、文化庁が平成7年2月23日付（庁保記第144

号）により「阪神・淡路大震災に伴う復旧工事に係る

埋蔵文化財の当面の取扱いについて」（文化庁次長通

第 1図調査地現況 （西から）
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第2図 調査地位置図 1 /5000 

知）を出し、同年 3月29日には「阪神・淡路大震災の

復旧・復興事業に伴う埋蔵文化財の取扱いに関する基

本方針について」（文化庁次長通知）が出され、同年

6月1日以降における文化財保護と取り扱いに関する

基本原則が定められた。その後、兵庫県が中心となっ

て「適用要領」も定められ、具体的な取り扱いマニュ

アルの作成も進んで、被災地での発掘調査が曲がりな

りにも実施できるようになったのである。

(1)②の西部地区の復興計画区域は、国道2号線以

北、 JR東海道本線までの第一地区（清水町・前田

町）〔約10.3ha〕と国道2号線以南の第二地区（津知

町・ 川西町中心）〔約10.7ha〕に分かれ、施工方法・

施工主体も第一地区は国・県・公団、第二地区は市と

いう具合に事業分割された。

本遺跡の所在する清水町一帯は、芦屋川右岸地域に

当たり、 1町あたりの震災死亡者数が著しい数にの

ぼった。清水町・前田町両町は、西部第一地区復興区

域に属し、 1町あたりの震災死亡者数41人以上の清水

町と11人以上の前田町とで構成され、津知町や川西町

と並んで被害の甚大なところであった。木造建築物の

建築年代別全壊率の統計を瞥見すると、昭和56年頃ま

での木造建物が最も倒壊した地域ということが判明

し、昭和40年代以前築の老朽化の著しい木造建物も数

多く存在していたことを物語っている。抜本的な復興

対策の必要な地域であることは論を待たないところで

あり、芦屋市が早い時期に土地区画整理事業を遂行す

る計画を立てたのもそのためであった。

事業は平成10年4月から開始され、当初の計画では

平成14年3月完了の予定であったが、平成13年度の市

議会の阪神・淡路大震災に伴う災害復輿対策特別委員

会（青木央委員長、 11人）で西部第一地区、同第二地

区の震災復興土地区画整理事業の施工期間を 1年間延

長するとともに、第一地区については事業費を約12億

8000万円増額し、総事業費195億2600万円計上するこ

とが報告された。事業遅延の主たる理由は、地権者と

の建物移転補償交渉などの難航であり、平成13年7月

末現在、仮換地指定率は第一地区が85.7%、第二地区



第2章発掘調査の概要

は72.3%にとどまっている。予算変更については、地

権者の仮住まい期間の延長、地元住民提案による公共

施設整備の見直しなどである。

ところで、復興関連の発掘調奔は、平成7-9年度

の3ヶ年は全国支援の下に実施され、平成10・11年度

は兵庫県教育委員会の援助下でまだ数多く行わなけれ

ばならない状況であった。そして、平成12年度以降

は、芦屋市が国庫補助金などを得て独自に進めてい

る。

西部第一地区土地区画整理事業は、住宅・都市整備

公団施工の事業となったため、施工部に関する埋蔵文

化財保護を目的とした事前調査は、この間、兵庫県教

育委員会が主体となって行われ、遺跡の内容の把握や

範囲を更新するなど多くの成果がもたらされている。

この結果を踏まえ、周辺の個別開発では芦屋市が既往

データに基づき行政指導を行い、発掘調査・確認調

査 ・工事立会などの取り扱いを定めている。

当該事業地では、平成15年4月28日、借地者から、

文化財保護法第57条の 2第1項に基づき、兵庫県教育

長宛「埋蔵文化財発掘届出書」が提出された。

事業地の現状は宅地で、包蔵地の種類は集落跡ない

し生産遺跡に属する複合遺跡で、弥生・古墳・ 平安・

中世の各時代時期にまたがっている。

届出書は兵庫県に進達され、平成15年6月5日には

文化財課主査森岡秀人（学芸員）を担当者として確認

調査を実施した。確認調壺は、事業地内に 3基の東西

トレンチを設け、可能な限り布掘り基礎部分を対象と

した。第 1トレンチは現地表下80cm、第2トレンチは

88cm、第3トレンチは80cmまでを最深確認深度とし、

基本土層と遺物包含層・遺構の確認に努めた。遺構は
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第2トレンチの現地表下42cmで黒褐色粘性砂質土の埋

積するピットを、第3トレンチの現地表下70cmを測る

所で流路をそれぞれ検出した。盛土は第3トレンチが

最も厚く、 53cmを計測する。

その結果を、 6月6日には口頭で代理者の五藤積算

設計に打診し、 6月16日には五藤氏を交えて調査協議

を行った。調査方式は損壊部分のトレンチ調査とし、

再度、確認調査を行うこととなった。この協議を基礎

とし、平成15年6月30日より、森岡秀人・坂田典彦両

名を担当者として確認調壺を実施した。なお、兵庫県

教育委員会からの指示は、平成15年8月29日付（教文

第1940号）で行われた。

2. 調資地をとりまく環境

清水遺跡は、市域西端部に位置し、清水町に所在す

る。南限を国道 2号線、北限を JR東海道本線に置い

ている。震災前までは六条遺跡として認知されていた

が、調査件数の増加に伴い東方の前田町に拡大するこ

とが解ってきた。そこで、遺跡の動態と分布状況か

ら、平成13年度の遺跡分布地図の更新に伴い新たに町

名を採り清水遺跡と前田遺跡を六条遺跡と弁別した。

なお、清水遺跡と六条遺跡の境界線は、東川用水路

（津知川）としている（第2図）。

六条遺跡と隣接する清水遺跡は、沖積扇状地下位面

の下部に相当する扇状地面上に立地している。この下

部面では、現地表下10-lOOcmまでに現代～古代の遺

物を含む主に泥質砂からなる堆積層が累重している。

これらの堆積層の基盤となる層準には、有機物を多鼠

に含み土壌と推定される黒色礫質泥層が形成されてい

る。六条遺跡では、この黒色礫質泥層最上部から縄文

時代晩期前半の土器が検出されているほか、堆積層上

面において弥生時代前期の遺構・遺物が検出されてい

る。このような遺構・遺物の出土状況から、黒色礫質

泥層最上部は、縄文時代晩期頃に形成されたことが推

定される。今回の調査でもこうした堆積状況を踏ま

え、清水遺跡や六条遺跡の形成過程を知るデータも目

指された。

3. 発掘調査の概要

(1)発掘調壺の方法

調査区は、建築基礎によって損壊を受ける部分に設

定した。基礎は布掘り工法で（第 3・ 13図）、掘削深

度は設計G.L. -77cmである。また、先行して調査区

南部に基本層序を把握するためのテストpitを設定し

た。掘削によって排出される残上はすべて調査区内に

仮置きした。

測量に用いた基準杭は、任意に打設し、すべての平

面図はこれを使用した。基準高は、本市下水道台帳図

記載（平成4年）マンホール天端高T.P. + 11. 43mか

ら水準測量によって得た。
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第3節清水遺跡（第22地点）

写真撮影は、 35mmフィルム（リバーサル・モノクロ）、

デジタルカメラを使用し、記録した。

すべての調査図面・出土遺物は、 芦屋市役所分室文

化財課三条整理事務所で整理し、保管している。

(2)発掘調壺の経過

【調査日誌抄】

6月30日（月）晴れ

本日から調査開始。代理者立会いのもと、バック

ホーによってG.L. -40cmまでの盛土を掘削した。昼

過ぎに機械掘削がほぼ終了し、壁面や攪乱の確認作業

に着手した。

関野氏（神戸市教育委員会）、西川課長来跡。

7月1日（火）曇りのち雨

昨日からの作業を引き続き行う 。調壺区東側の南北

トレンチにて南北に走向する SD101 (摯溝）を検出

した。昼前から雨が本降りとなり、午後から作業を中

止した。

7月2日（水）晴れ

昨日の降雨のため、再度、遺構精査に着手した。S

DlOlを再検出し、輪郭に白線を描いて撮影を行った。

北側のユニットハウス天井と、南側から遺構の全景を

撮影した。撮影後、平板実測 (1/50) とSDlOlの

断面実測(1/10)を行った。3a層の掘り下げを行う 。

7月3日（木）曇りのち雨

3b層上面で、 NR201 (自然流路）を検出した。N

R201は、調壺区の制約と攪乱によって東肩のみを検

出した。東壁土層断面の分層と実測を行った。午後か

ら雨天のため作業を中止した。

第4図作業風景

7月4日（金）晴れ

土層註記、最終チェックを終了して、埋め戻し作業

に着手した。

7月7日（月）晴れ

埋め戻し作業と撤収作業を引き続き行い、調査道具

を搬出した。

7月8日（火）晴れ

調壺備品、ユニットハウス、ネットフェンスの撤収

を行い、調杢を完了した。

(3)基本土層

土層番号は、現地表面を含む表土層（盛土・客士）

を1層とし、上から順に通し番号でアラビア数字を付

した。また、同一層と認められるものでも漸次変移し

ており、土色・土質に違いがあるもの、異なる複数の

層をセット関係でとらえたものは、アラビア数字の後

調査区 東壁土層断面

z
 

11.50m 

s 

1a 

L_~ 3b _3a 

- --------------------------――- -1m 

~
 

/ 11.00m 

1b 

ー・ 一ー

_j  

1層..現地表面を含む表土および盛士

la暦． 表土・盛土
lb層． 攪乱埋土

2層..近現代の盛土。灰白色 (5Y7/l)礫混じり粗粒砂。3-5mm大の礫を多く含む。

3 層••中世の遺構面を 2 面検出 。
3a層・上面が遺構面 l。黒色 (lOY2/l)礫混じり泥。3mm大の風化した花岡岩粒を

若干含む。毛細状の根痕がみられる。

3b層： 上面が遺構面2。灰色 (N4/0)礫質泥。3mm大の風化した花尚岩粒を多く含

む。上位が土壌化しており、ややかたくしまる。

2m 

゜ 第5図調査区土層断面図 タテ 1/20、ヨコ 1/60 

-27 -



第2章発掘調査の概要

にアルファベットの小文字を付して細分した。また、

遺構埋土は〇囲み数字で表記することで区別してい

る。色調は『新版標準土色帖1998年版』（農林水産省

農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監

修）を使用した。層序は、 トレンチ東壁の一部分を

ピックアップし、調査地全体に共通する基本層序の作

成を行った（第5・14・15図）。以下に各層の土質・性

格を記す。

1層…現地表面を含む表土および盛土。

1a層：表土・盛土。

1b層：攪乱埋士。

2層…近現代の盛土。灰白色 (5Y7/l)礫混じり粗粒

砂。 3-5mm大の礫を多く含む。

3層…中世の遺構面を 2面検出。

3a層：上面が遺構面 1。黒色 (lOY2/l)礫混じり泥。

3mm大の風化した花尚岩粒を若干含む。毛細

状の根痕がみられる。

3b層：上面が遺構面2。灰色 (N4/0)礫質泥。 3

mm大の風化した花尚岩粒を多く含む。上位が

士壊化しており、ややかたくしまる。

(4)遺構

今回の調査では、 3a層上面（遺構面 1) と3b層上面

（遺構面2)で遺構検出を行った。検出された遺構

M.N_ 

卜

S0101 

は、遺構面 lがSD101 (黎溝） 1条で、遺構面2が

N R201 (自然流路） 1条である。いずれも、出士遺

物・層位から中世に比定される。

遺構面 1 (第6・7・16図）

遺構は、調査区東端南北トレンチで検出した。遺構

面は、近現代の盛土層と接しており、損傷は著しい。

なお、 3a層遺存部分は、北東部に限られた。

検出レベルは、 TP.+llm前後を測る。検出され

たSD101 (黎溝）は、南北に走行し、幅は40cmを測

る。南端を攪乱によって欠損する。断面形は浅い皿形

を呈し、深さは5cmを測る。埋土は単一層で、以下の

観察結果を得た。

S D101ー①層：灰色 (5Y4/l)礫混じり中粒砂。 2mm

大の礫を中量含む。炭化物がチップ状にみられる。遺

構からは、土師器の細片が出土している。

遺構面2 (第8・9・17・18図）

遺構は調壺区東端で、南流するNR201 (自然流路）

の左岸を検出した。 3b層をベース面として比較的緩や

かな傾斜面を持っている。掘削深度を超えているた

め、サブトレンチによる河床面の確認を試みたが、結

果的には検出面から lm下げたところで断念した。

流路の断面形と規模から、おそらく流路幅は最大6

mを超え、深さは 2m程度であろうと推測できる。

N R201一①層：比較的淘汰の良い黄灰色礫混じり粗

粒砂で、ラミナが観察できた。堆積土からは、ローリ

ングを受けた土師器片や須恵器片が出上している。

4
 

I I 11 
I I 11 

O 2m 

直 Om

T ーベニニニプ..-- B 

゜
50cm 

S0101一①層：灰色 (5Y4/l)礫混じり中粒
砂。 2mm大の礫を中量含む。
炭化物がチップ状にみられ

る。遺構からは、土師器の細

片が出土している。

II 
II 

I I 
I I 

第6図 遺構面 1平面図 1/80・遺構断面図 1/20 第7図遺構面 1完掘状況（北から）
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/v/.N_ 

-B
 

I I 
I I 了ロニ",00m
゜

2m 

NR201一①層 比較的淘汰の良い黄灰色

礫混じり粗粒砂で、ラミ
ナが観察できた。

第 8図

一ー11,7

I I 
I I 

遺構面2平面図・遺構断面図 1 /80 

(5)遺物

今回の調査では、土師器と須恵器が出土した。いず

れも摩滅の著しい細片であり、遺物の実測は行ってい

ない。検出遺構が耕作地と流路であることからも、遺

物の残存率が低いことは否めない。帰属層位と出士量

は、 2層が4片、 SDlOlー①層が2片、 NR201—① 

層が3片で、総数は 9片である。以下に各遺物の観察

記録を層位ごとに詳述する。

2層出土遺物（第10図）

須恵器l片と、土師器の細片が3点出土した。須恵

器片は、かなりローリングを受けているが、内面に同

心円当て具痕が観察できることから甕の体部片と判断

できる。胎士に0.5mm以下の微細白色粒を含む。 土師

器片の 3片中2片は器種・器形も判別できない残存率

である。残る 1片は古墳時代の士師器と推測でき、内

面は黒色化する。

S D101ー①層出土遺物（第11図）

土師器の細片が2点出土した。 1片は古墳時代の甕

の口縁部片と思われる。器壁は厚さ 5mmを測る。残る

もう l片は、ローリングが著しく器種・器形ともに不

明瞭である。

N R201一①層出士遺物 （第12図）

須恵器 1片と土師器 2片が出土した。須恵器は杯蓋

の天井部と思われる。残存率が低く時期は不明であ

る。士師器は、 lIII.と甕の体部と思われる 0 lIII. は器壁が

2.5mmで褐色系の色調である。中世に帰属する。甕の

第9図 遺構面2完掘状況（南から）

第10図

第11図

2層出土遺物

S 0101一①層出士遺物

第12図 N R201一①層出士遺物
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第2章 発掘調査の概要

体部片はかなり摩滅が進んでいるが、内面に板状工具

によるナデ調整が観察できる。古墳時代の所産であろ

う。

4. 小結

今回の調査では、中世の黎溝（耕作地）と 中世に埋

没した自然流路を確認した。 当地点は、芦屋川と東川

用水路（津知川）に挟まれた扇状地上に立地する。近

年の調査で、東接する前田遺跡は弥生時代前期から水

田経営が行われていること、 西接する六条遺跡は中世

第13図調査区全景（北から）

第15図 東壁土層断面（南から）

第17図遺構面2完掘状況（北から）
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に盛行期を持つことなど、国道2号線に北接し東西に

並列する六条・清水• 前田遺跡において、性格の差を

見極める新知見が増加してきている。清水遺跡と称さ

れてからは、まだ日の浅い遺跡であるため、既往調壺

件数は少ないが、以上に述べたように、本市西部の遺

跡過密地域の一角を占めるだけに今後の調査に期待さ

れる。

今後、当地点においても、現況G.L. -77cm (T. P. 

+ 10. 5m)以下に損壊が及ぶ場合は、 再度確認調査が

必要である。 （坂田 ・森岡）

第14図 東壁士層断面 （北西から）

第16図遺構面 1完掘状況（南から）

第18図 N R201土層断面 （西から）



第4節金津山古墳（第12地点）

1. 調壺に至る経緯

芦屋市東部に存在する金津山古墳は、近年、打出小

槌古墳が比較的大きな前方後円墳であることがわかる

までは、市内で唯一最大の前方後円墳であった。後円

部埋葬施設の確認調査を含め、これまで17地点分の調

査が進んでおり（平成21年度時点）、墳形や規模、周

濠形態、築造時期などについての概要は知り得てい

る。ただし、本墳は指定史跡でもなく、また遺跡公園

化の計画も震災などにより凍結し、周囲は住宅街で増

改築など建物の建築工事が多い上に、共同住宅も周濠

域や前方部に建設されるなど、その保護については十

分な施策が採られていなかった。しかし、平成21年度

にようやく市指定文化財に指定された。今般、第12地

点で届出のあった当該地は、個人住宅の新築計画とし

て進捗したが、周濠や外堤部に相当することが予測さ

れたため、記録保存を基本とする発掘調査を必要とし

た。

当該地の所在場所や事業地面積は抄録に摘記したと

おりであるが、地権者からの文化財保護法第57条の 2

第1項に基づく発掘届出書は、平成15年 (2003)10月

21日に士地発掘承諾書・建築概要報告書とともに提出

され、芦屋市教育委員会文化財課はこれを受理、平成

15年11月19・21・25-27日の確認調査を経て、芦教文

第224号（平成15年12月1日付）にて兵庫県教育長宛

進達した。発掘調介は、地権者代理（小川設計事務

所）と方法や期間設定などをよく協議し、平成15年12

月8日に着手した（第 1図）。

発掘作業は、安西工業株式会社に作業委託した。

2. 調査地をとりまく環境

金津山古墳は、春日町に所在し、阪神打出駅の北北

東約100mに位置する（第2図）。阪神電車の北側を東

西に走向する旧西国街道 （現、鳴尾御影線）沿いに立

地し、翠ヶ丘丘陵を左岸に眺め南流する宮川からは、

400m程東に位置する。本墳は、舌状に張り出した

"-= ----

第1図調査地近景（西から）
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第2図調査地位置図 1 /5000 

翠ヶ丘丘陵南端に立地し、中・近世の街道沿いにあっ

て、海洋交通のランドマーク的な立地条件を包摂して

いる。周辺には、北西600mのところに 4世紀前半築

造の阿保親王塚古墳、西北西150mのところに 5世紀

後半築造の打出小槌古墳が所在する。金津山古墳は、

多くの文献史料・地誌類にも登場し、別称では「黄金

塚」・「金塚」と呼ばれ、古くから黄金埋蔵伝説が語り

伝えられている。また、『摂津名所固会』（寛政8年、

1796年）では「金津山」と記して西国街道に接して松

の繁茂した墳丘が描かれている。

既往調査では、昭和60年の周濠調壺を第 1地点とし

て、平成15年度までに12地点（ほかに、地点名を付し

ていない調査も実施されている）を数える。平成元年

3月に大規模に行われた第 2地点の発掘調査によっ

て、それまで円墳とされてきた墳形が、後円部径40m、

前方部長15m、全長55mの前方後円墳であることが判

明した。また、同年12月から「金津山古墳後円部範

囲・構造確認調査」として後円部墳頂平坦面から東墳

裾に至る23.3mのトレンチ調査が実施された。これに

よって、新たに三段築成になることが裏付けられ、下

段が地山の削出し成形を、上・中段が盛土によって構

築されていることが判明した。また、同時に後円部の

埋葬施設の一端（粘土榔か）が明らかとなった。

3. 発掘調査の概要

(1)発掘調査の方法

調査区は、個人住宅の建築工事によって損壊を受け

る部分を対象とし、一部周濠の性格を確認するため南

端から墳頂部に向けて追加トレンチを設定した。掘削

深度は、設計G.L. -330cmである。掘削方法は、近現

代水田耕土上面までを重機で排土し、以下は人力に

よって層ごとに遺物や遺構に注意しながら掘削した。

掘削によって排出される残上は、重機掘削分を 4tダ

ンプで場外搬出し、引き続き排出される人力掘削分の

残士は敷地内に仮置きした。測量に用いた基準杭は、

墳頂部の国士座標（ベンチマーク）を基点とし、調査
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ヽ
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第3図 金津山古墳既往調査地点図および推定復原図 1 /800 〔白谷・森岡編2008を一部改変〕

区内に延長した。すべての平面図はこれを使用すると

ともに、平面図に記入した。基準高は、本市下水道台

帳図記載（平成4年）マンホール天端高T.P. +8. 76 

mからの水準測量によって得た。

写真撮影は、 35mmフィルム（リバーサル・モノクロ）、

デジタルカメラを使用し、記録した。

すべての調査図面・出土遺物は、芦屋市役所分室文

化財課三条整理事務所で整理し、保管している。

(2)発掘調査の経過

今回の調査は、年末年始をまたぐ約 1ヶ月半を要し

て実施した。天候は終始西高東低の気圧配置であり、

典型的な冬型であった。調査工程として、 12月末まで

に遺構面 1を目指し、 1月からは遺構面2 (周濠）の

調査にとりかかった。降雨による作業の中止は、 12月

11日のみであった。以下に経過の一端を日誌抄として

詳述する。

［調査日誌抄】

12月8日 （月）晴れ

調査開始。機械掘削を開始した。まず、調査地北側

を東西に走る一方通行道路が、唯一の重機搬入路であ

り、且つ、その道路面から調査地現地表面まで3m程

の高低差があるため、重機進入路の造成を行った。昼

前から表士および近現代の盛土を掘削した。 G.L.-

70cmで青灰色の水田耕土層が確認できたため、確認調

査と本日掘削したテスト トレンチのデータから当層を

重機掘削床とした。

調査道具・備品、ユニットハウスなどの搬入と水道

開栓工事を行った。本日で、調査区の 1/4範囲の掘

削が終了した。西川課長来跡。

12月9日 （火）晴れ

本日で、全体の 1/3範囲の機械掘削が終了した。

残土搬出の仮置場を敷地東側の未損壊部分に設定した

ため、南壁・西壁際から北西に掘削を進めた。機械掘

削の終了した部分から人力によって水田耕作土を取り

除いた。水田耕作土からは、染付碗・士師器などが少

量出土した。また、 北西部の近現代盛土層壁面に、埴

輪が 1点確認された。機械掘削床までの層名を付し、

近現代盛土を 2層、水田耕作土を 3層とし、遺物の取

り上げもこれに準じた。
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12月10日（水）晴れ

今日から 4tダンプによる残土搬出と機械掘削を併

行して行った。ダンプの回転率が良かったため、掘削

より先に残土の積み込みを優先した。掘削範囲は、前

日とさほど変わらなかったが、残土量は 1/4程度に

減少した。西川課長来跡。

12月11日（木）雨

雨天のため作業中止。

12月12日（金）晴れ

本日も、 4tダンプによる残土搬出と機械掘削を併

行して行った。本日終了時点で、機械掘削は、全体の

3/5程度が終了した。機械掘削の合間を見て、 3層

水田耕作士を人力によって取り除いていった。試掘

データどおり、南西隅で周濠の外堤側輪郭を確認し

た。周濠検出ラインの外側には、洪積層が確認され、

これを削出して周濠と外堤を構築したと考えられる。

12月15日（月）晴れ

本日未明、イラクのフセイン元大統領が連合軍に

よって故郷のティクリート近郊で身柄を拘束された。

年の暮れも迫ったこの時期に、イラクの、そして中東

の新たな歴史が始まる。

本日で全体の 4/5程度の機械掘削が終わった。南

東部で確認されていた SE101 (井戸）の南半分の裏込

め土を取り除いた。井戸側は、凸面に楔形の文様を施

した瓦を10枚 1段とし、 3段目までを確認した。裏込

め土から出士した遺物は、近現代の陶磁器片が数点あ

るのみである。平面図と断面図以外は、写真撮影のみ

で記録することとした。関野豊氏（神戸市教育委員会

文化財課）来跡。

12月16日（火）晴れ

今日で機械掘削が終了した。トレンチ配置図をト

ランシットによって作成。SElOlは、南半分の掘形

（裏込め土）を井戸瓦4段目まで掘削したところで、

崩壊した。記録写真は撮ってあったものの、残念なが

ら側面図作成の予定を変更し、急遠4段目までの平面

図と断面図を作成した。小川氏（設計士・地権者代

理）、他 1名来跡。

12月17日（水）睛れのち曇りのち雨

遺構面 1 (3b層下面、 4層上面）の精査。当遺構面

では、近現代の井戸と、 3層水田耕作土に所属する黎

溝とピット、 4層に帰属する金津山古墳の周濠を検出

した。黎溝は、北西から南東に走向するものが大半

で、若干直交する溝があった。山村 薫氏（京都市職

員）来跡。

12月18日（木）曇り

遺構面 1の平面図実測。実測終了後、すぐに遺構掘

りに着手した。 SElOlは、崩壊した 4段目まで井戸

瓦すべてを取り上げた。

本日、当調壺区の設計変更の連絡を受け、新たに南

側部分を lm拡張することと、金津山古墳後円部中心
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に向けて調査区南西端まで、追加トレンチを抜くこと

を地権者の許可を得て決定した。

12月19日（金）晴れ

今日は、とくに寒く、日中でも 7度までしか上がら

なかった。残土は、追加トレンチによって増えるため、

調査区北東隅に設定したエリアに置くこととした。

12月22日（月）晴れ

追加トレンチの配置図を作成した。SElOlは、断

面図作成のため半裁したまま残していたが、崩壊した

ため、実測の済んだレベル（上から 4段目）まで丸掘

りした。関野氏来跡。

12月24日（水）晴れ

本日は、クリスマスイヴと同時に今年の現場最終日

である。追加トレンチの表土掘削がほほ終了した。新

年からは、周濠の掘削に取り掛かる。14時以降は、年

末年始に向けての現場・ユニットハウスの養生にか

かった。西川課長、関野氏来跡。

1月6日（火）晴れ

新年仕事始め。追加トレンチの 3層水田耕作土を掘

削。下面にて、黎溝を検出した（遺構面 1)。記録写

真撮影後、セクションベルトを残し埋土の掘削。市立

浜風小学校校長、西川課長来跡。

1月7日（水）晴れ

追加トレンチで検出した遺構面 lの埋土掘削。北側

の調査より狭小な面積であるが、黎溝の残りが良好

だった。平面図にレベル値を記入して、実測完了。

1月8日（木）晴れ時々雪

遺構面2(4層上面）の精査。遺構面 1が3b層下面

なので実質は同一面である。黎溝のラインを消して、

周濠のラインの見極めを行った。遺構面2の撮影を東

接するマンションから行った。南壁士層断面図を実測

する。

1月9日（金）晴れ

西壁土層断面の精査・分層・撮影・実測。周濠内の

掘削は、まずサブトレンチを抜いて層位を確認したの

ち、面で広げていく手法を取った。周濠埋土①層と②

層を掘削し、①層からは、近世陶磁器片と須恵器片

第4図 機械掘削開始状況（北東から）



第2章発掘調査の概要

が、②層からは、円筒埴輪片が20点程度と東播系須恵

器塊底部が 1点出土している。これらから推測する

と、①層が近世の最終埋士、②層が中世の埋士と推測

できる。②層から出士した埴輪片については、ある程

度大きさのあるものは、レベルを測り、浮かし掘りを

行った。

1月13日（火）晴れ

②層出土遺物は、記録写真を撮ったのち取り上げ

た。前日までは、②層を中世の埋土と判断していた

が、当層から染付碗が出士したことから、近世に帰属

するものと考える。上月氏（打出教育文化センター）、

西川課長来跡。

1月14日（水）晴れ時々霙

前日に続き②層の掘削。遺物は、埴輪片・葺石・磁

器片が出士している。②層は、比較的厚く堆積してお

り、層厚で20-30cmを測る。 B区最南端の最も墳丘に

近いところで、墳丘側への立ち上り掘形を検出した。

1月15日（木）睛れ

③層灰色シルト質細粒砂のブロック士の掘り下げ。

③層は、破片としては小さいが、埴輪片が多く含まれ

る。担当者間で中世段階における周濠の生産域として

の利用について再度検討した。

1月16日（金）晴れ

B区南端で検出した墳丘側の掘形の確証性が乏し

かったため、サブトレンチを抜いて確認したところ掘

形のベース面ではなく、それはもっと下にあることが

分った。当初、ベース面と判断していたややかたくし

まる④e層黄灰色礫質泥層は、 15cm程度の層厚で、下

位は以外に脆かった。ただし、疑問点として、このレ

ベルで未だベース面が検出されないということは、墳

丘側の掘形の立ち上がりが極めて急な勾配になるとい

うことが予想される。

1月19日（月）晴れ

A区がほぼ掘りあがった。 B区の完掘に合わせて全

景写真を撮りたいため、 A区は精査をかけずに、その

ままにしておく。手付かずにしていた SElOlの調査

を再開した。 上から 4・5段目の井戸瓦の実測を完了

第5図作業風景
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した。関野氏来跡。

1月20日（火）晴れ

B区の周濠掘削。周濠の底に近くなってきており、

5層灰色粘土が層厚20cm程度で堆積している。灰色粘

士の下層からは、遣物が減少してきた。おそらく、今

の段階で墳丘構築時期の堆積土に達していると思われ

る。 SElOlの掘削は、夕方で10段目まで実測が終了

した。埋土は、依然として一括廃絶客土で、検出面か

ら2.7mを測る。車谷氏と他 l名（学校教育課）来跡。

1月21日（水）晴れ時々雪

B区の転落葺石の浮かし掘り。現時点で20石程度確

認した。転落葺石は、周濠ベース面より、 10-20cm程

度浮いており、構築時からある一定の時間が経過した

後、墳丘の崩壊が始まり周濠内に落ち込んだものと思

われる。 SE101は15段目の井戸瓦を検出したところ

で、安全確保のため、調査を断念した。このレベルま

でに湧水層はなく、井戸底はもっと下にあるものと思

われる。

1月22日（木）晴れ時々雪

本日は、今年一番の冷え込みであった。最高気温

は、 1度にすぎない。 SElOlの壁面で、いわゆる地

山層（大阪層群）の分層と士層観察を行った。

1月23日（金）晴れ

朝一番は、遺構面がガチガチに凍てついていた。溶

けるのを待って、全景写真撮影のため、全面精壺に着

手した。 10時半より打出教育文化センターの啓発事業

の一環として、当遣跡の概説と発掘調査の方法などに

ついてビデオ撮影。 14時より、市教委委託の文化財普

及ビデオ撮影のため山本徹男氏（映像作家）来跡。写

真撮影終了後、周濠の等高線実測に取りかかった。

1月26日（月）晴れ

周濠内A区の等高線実測を10cm刻みで作成した。ま

た、 B区の転落葺石の検出状況図を 1/10で作成し、

レベル値を記入した。藤田氏、関野氏来跡。

1月27日（火）晴れ

周濠内B区の遺物・転落葺石を図面上にてグルーピ

ングして、番号を付して取り上げた。その後、 B区の

等高線実測図を作成した。 10時半より、打出教育文化

センターの啓発ビデオの撮影。撤収段取りのため、終

了立会を本日に行った。

1月28日（水）晴れ

調査区西壁土層断面図の作成。セクションベルト断

面の実測のため、サブトレンチを追加掘削。西川課長

来跡。

1月29日（木）睛れ

セクションベルトの分層、撮影、実測を行った。調

査事務所のフェンスを復旧するため、本日中にユニッ

トハウス・備品の搬出を完了させ、調壺道具の引き上

げを夕方に行った。午後に、近隣住民の方々 (6名）

が現場見学に来られた。



1月30日（金）晴れ

本日で、調査終了。周濠内A・B区を分けていたセ

クションベルトの取り外しと、セクションベルト内か

ら出土した遺物の採取。ユニットハウス設営場所の

フェンスを復旧した。西川課長終了確認。午後、近隣

住民の方が現場見学に来られた。

(3)基本士層

土層番号は、現地表面を含む表士層（盛土・客土）

を1層とし、上から順に通し番号でアラビア数字を付

した。また、同一層と認められるものでも漸次変移し

ており、土色・士質に違いがあるもの、異なる複数の

層をセット関係でとらえたものは、アラビア数字の後

にアルファベットの小文字を付して細分した。周濠の

埋土・堆積土は、〇囲み数字で表記した。色調は『新

版標準土色帖1998年版』（農林水産省農林水産技術会

議事務局・財団法人日本色彩研究所監修）を使用し、

一部視認色で表現した。層序は、西壁と周濠セクショ

ンベルトの一部分をピックアップし、調査地全体に共

通する基本層序の作成を行った（第 6・7図）。以下

に各層の土層番号・士質・性格を記す。

1 層 • 現地表面を含む表土。 瓦・礫・コンクリート・

ガラを包含する。

2 層•••近現代盛士。 礫混じり粗粒砂。 2mm以下の細礫

を少量含む。陶磁器片を包含。下位に地山 (4

層）のブロック土が多く混入する。

※水田を埋める際、調査区北側の一方通行道路

を切り通す時に出る地山層のブロック土を水田

の上に乗せたと考えられる。

3 層•• •近代以降の水田耕作土。 3b層下面が遺構面 1 。

3c・3d層は水田機能時の水貯め士坑の埋土であ

る。

3a層：水田耕土。灰色礫混じりシル ト質中粒砂。粘

性あり 。炭化物チップが散見される。層厚15

-18cmで、調査区全域で確認した。陶磁器片

が出土。局所的に層厚 1cm程度の細～中粒砂

の帯層がみられる。

3b層：水田床土。灰白色礫混じりシルト質中～細粒

砂。層厚10cm以下で、南壁において明瞭に観

察できたが、西壁では部分的に見受けられる

のみで、平面的には確認できない。陶磁器片

が出土。

3c層：水田時の土坑埋土上層。オリーブ黒色

(lOY3/l)礫混じりシルト質粘土。3a層を

母材とする。

3d層：水田時の土坑埋士下層。灰色 (5Y6/l)砂質

シルト。3a・3b層を母材としたブロック土。

4 層•••大阪層群．洪積層 （いわゆる地山） 。 4a層が遺

構面2。今回検出した周濠のベース面。
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4a層：明黄褐色 (10YR6/8)~黄橙色 (lOYRS/6)

礫質粗粒砂。3~ 5mm大の礫（風化花尚岩）

と粗粒砂からなる。非常にかたくしまる。周

濠掘形縁辺と周濠の底付近でみられる。おそ

らく南下がりで堆積していた部分を周濠が

カットしたのであろう 。

4b層：浅黄橙色 (lOYRS/4)粗～中粒砂。ラミナが

観察できる。かたくしまる。洪積層堆積時に

局所的な流水堆積があったことを示してい

る。

4c層上位：灰白色 (2.5Y8/2) シルト質細粒砂。微

細な植物遺体を上位に含む。かたくしまる。

4c層下位：灰白色 (2.5Y8/2)シルト質粘土。粘性

が強い。淘汰が良好で、礫を全く含まない。

4d層： 灰白色 (5Y7/2)礫混じり粗粒砂。 5mm大の

風化花尚岩と粗粒砂で構成され、非常にかた

くしまる。

4e層：黄灰色 (2.5Y5/l) シルト質細粒砂。非常に

かたくしまる。洪積層。拳大の風化花尚岩を

少量含む。

4f層：明黄褐色 (2.5Y6/6)礫質粗粒砂。10~30cm

大の礫を少量と、 1cm大の風化花尚岩を多量

に含む。また、 10cm大の偽礫を多く含む。非

常にかたくしまる。「SE101あ層」に対応。

く周濠埋土 ・堆積土＞

①層••近世以降の水田を乗せるための置土・客土。

①a層： 周濠の最終埋土。黄色 (2.5Y7/8)礫混じ

りシルト混じり粗粒砂。窪地になっていた周

濠部分にまで水田を広げるため、当層を置い

てフラットにした。黄色（地山母材）のブロッ

ク士（断面径6cm以下）が入る。

① b層：水田を造成する際の置土。灰色 (5Y6/l)

礫混じり中粒砂。2mm大の細礫を少量含む。

桔性をわずかに帯びる。断面径 1cm程度の粘

土ブロック土が散見される。人為的な埋土。

上層からの根痕が観察できる。

②層 •• •中世～近世の堆積士。 当層は開放状態にあった

と思われ、植生の痕跡がみられる。

②a層：灰黄色 (2.5Y6/2)礫混じり粗粒砂。5~

10mm大の礫を少量含む。黄橙色 (lOYR7/8)

シルト質粘土のブロック士（断面径2cm) を

ドット状に含む。埴輪片や東播系須恵器、 室

町時代の播鉢を含む。

② b層：黄灰色 (2.5Y6/l)粗粒砂。 2mm大の礫 （白

色）を極少量含む。 埴輪片•土師器片を含む。

詳細に観察すると、南下がり（底に向けて）

の堆積が観察できる。

②c層 ：灰色 (5Y5/l)礫混じり粗粒砂。 2~3cm 

大の礫を極少量含む。植生の痕跡がみられ

る。埴輪片・士師器細片が出士。
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第4節金津山古墳（第12地点）

調査区 東壁抽出土層断面

z
 

□ ゜調査区 南壁土層断面

10.50m 

s 

10.00m 

2m 

E
 

屯50m ※黒塗り部分は、地山ブロックを示す。
w 

1 層••現地表面を含む表士
10.00m 2 層•近現代盛土。礫混じり粗粒砂

3a層：灰色礫混じりシルト質中粒砂
3b層：灰白色礫混じりシルト質中～細粒砂
4層…大阪層群．洪積層（いわゆる地山）

第7図 調査区士層断面図 1 /50 

② d層：肩口から周濠内全域にみられる。長期

の開放状態が考えられる。灰オリーブ色

(7. 5Y6/2)礫混じり粗粒砂。 2mm大の細礫

と極粗粒砂を含む。植生の痕跡がみられる。

下位にシルト質細粒砂のブロック土（鶏卵

大）が数ヶ所みられる。

②e層：灰白色 (10YR7/l)礫混じりシルト混じり

中～粗粒砂。 2cm大の礫少量と 2mm大の礫を

多く含む。上層からの鉄分沈着あり。断面径

1 ~ 3 cmの黄色シルトブロックが散見され
る。

② f層：黄灰色 (2.5Y6/l)シルト混じり粗粒砂。

植生の痕跡がみられる。開放状態が長期で

あったとみてよい。鉄分沈着あり。際立った

植生層。

③層••中世に外堤側から周濠に流入した堆積層。

③a層：人為的に外堤部から投棄されたブロック土

（墳丘側にはみられない）。灰色 (7.5Y4/l 

~N4/0)礫混じり粗粒砂混じりシルト質粘

土。拳大のブロック土で、肩の傾斜に沿って

堆積する。埴輪片が非常に多い。転落葺石・

東播系須恵器片が出上。

③b層：灰白色 (10YR7/l)礫混じり粗粒砂。③a

層と類似する層相を示すが、ブロック士を

含まず、遺物は 1cm弱の土師器細片を 2点含

む。

③c層：外堤部より流入したブロック土。灰色 (7.5 

Y4/l~N4/0)礫混じり粗粒砂。埴輪片・葺

石を比較的多く含む。

④層…相対的に転落葺石がもっとも多く出士してお

り、当層堆積時期が墳丘崩壊の兆候を示すもの

と思われる。

④a層：オリーブ灰色 (2.5GY6/l)礫混じりシルト

混じり粗粒砂。 2mm大の白色砂粒を中量含

み、やや粘性を帯びる。土師器細片が散見さ

れる。

④b層 ：灰色 (SYS/1)礫混じりシルト質中～粗粒

砂。 5mm以下の白色砂粒を中星含み、かた＜

しまる。墳丘構築時期に近い埋土であろう。

④c層：にぶい黄褐色 (lOYRS/4)礫質シルト混じ

り中粒砂。墳丘側に堆積する。転落葺石が多

い。ややかたくしまる。

④d層 ：墳丘からの流入土。明オリーブ灰色 (2.5G 

Y7/l)礫混じり中～細粒砂。 2mm大の礫を

少量含む。

④e層：黄灰色 (2.SYS/1)礫質泥。ややかたくし

まる。植物遺体を少量含む。⑤層に貫入す

る。転落葺石がもっとも多い層。当層堆積時

期に墳丘の崩壊が始まったと考えられる。

⑤層••墳丘構築時に近い埋土。

⑤a層：褐灰色 (lOYRS/1)礫混じり泥。 1cm大の

礫を少量含む。澱水堆積。葺石が少量出土す

るが、④層堆積時に沈下したと思われる。

⑤ b層：灰色 (NS/0)砂質士。水性堆積。構築時

に若干水が溜まっていたと思われる。上層よ

り沈着したものと思われるが、中～上位面で

遺物細片が出土する。

⑥層..墳丘構築直後の堆積土。

⑥a層：灰色 (7.5Y4/l)粘土。周濠底に層厚10cm

程度で溜まる。下位に断面径15cmの黒色有機

質シルトブロックが散見される。

⑥b層：黒褐色 (2.5Y3/l)有機質礫混じりシルト

質砂。 2mm大の礫を少量含む。粘性は弱い。

埴輪片が散見される。ベース面に貼り付くよ

うに堆積する。

⑥c層：ベース層である4c層と4d層を母材とした流

入士。灰白色 (10Y8/l)粗粒砂混じり泥。

⑥b層との層理面に遺物が出土した。
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第2章発掘調査の概要

(4)遺構

3b層下面で近現代の水田耕作にともなう遺構（遺構

面 1) と、井戸を検出した。SE 101 (井戸）は、検

出面から 4mまで掘削したが完掘には至らなかった。

4層上面で金津山古墳にともなう周濠・外堤を検出し

た（遺構面 2)。以下、遺構面ごとに詳細を記す。

遺構面 1 (第8-11・14-17図）

遺構面 lは、調査区中央から南域で検出した。遺構

の種類は仰溝とピットがあり、ピットに関しては攪乱

の可能性が高い。検出した摯溝は、 3層水田機能時に

構築されており、近現代に帰属する。現在、調壺地北

側を地山切り通し道路が走っていることから、水田面

は遅くとも道路が造成された時期には消滅していたこ

とが考えられる。黎溝の検出幅はいずれも20cm前後を

測り、深さは 5-10cm程度である。黎溝の走向方位

は、おおむね磁北から40度西偏する。後円部周濠検出

ラインに沿っており、後円部や周濠の曲線に則して地

割があり、黎がひかれたとも考えられる。

w― あ¥盛土A, 

＼—盛--土--ーA~い 9竺
しヽ I 

う 1
~I ぅ 饂 m

7.00m 

゜

ぇ

SE 101は、調壺区南東隅で検出された。本来の構

築面は 3層を切っていることから、水田機能時以降に

構築されたものと断定できる。掘形は、検出上部長

径2.2m、短径2mのほぽ正円である。井戸側の構造

は、凸面に楔形の文様を施した瓦を10枚 1段として15

段目まで確認することができた。1段ごとの外周には

縮によって外倒れを防ぐように固定されていた。埋土

は、 15段目（検出面からー3.Sm) までは一括廃絶客

土であった。井戸瓦を用いた井戸は近恨から類例をみ

るが、当井戸はおそらく現代に帰属すると思われる。

碑 m 15段目付近の埋土からは、現代のおもちゃが出土して

2m 

あ層：明黄褐色 (2.5Y7/6)礫質シルト混じり粗粒砂。 3cm 
大の亜角礫を中蘊含む。地山で基本土層 4層の範疇。

非常にかたくしまる。鉄分沈着あり。

い層：明黄褐色 (10YR6/6)粗粒砂。 2mm以下の細礫を少量
含む。下位に粘土ブロックを含む。

う層：橙色 (75YR6/8)礫混じり中～粗粒砂。5mm以下の
礫を多塁に含む。洵汰が良好。

え層：灰白色 (5Y7/l)シル ト。層厚10cm程度の細粒砂が帯
状に貫入する。粘性を帯びる。

お層： 黒色 (Nl.5/0)有機質泥。自然木・植物遺体を多量
に含む。

か層：灰白色 (75Y7/l)礫混じり泥。 2mm大の礫を帯状に
含む。最深確認層。

第 8図 S E101断面図 1 /50 

第 9図 S E101掘形半裁状況（南から）

第10図 S E101埋土半裁状況（南から）

いる。

遺構面2 (第12・13・18-23・25・26図）

調壺区南西隅で後円部周濠の掘形を検出した。検出

レベルはT.P. +9. 7mを測る。周濠の埋積状況と上層

の耕作士層の観察から、本来の構築面は若干であろう

が、削平を受けていると思われる。以下、観察小項目

を掲げ、記述していきたい。

周濠の形態 追加トレンチは、後円部中心を基点と

して主軸（推定）から約70度東偏した位置にあたる。

墳丘側までトレンチを抜いていないため推定値となる

が、当地点での周濠の幅は5.9m以上、おそらく 7m

程度になろう 。深さは検出面から1.34mを測り、後円

部墳頂（現地表面、構築時の墳頂ではない）からは約
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第4節金津山古墳（第12地点）

M.N 

久

ミ
¥" ＼

ク

~ 

周濠検出ライン

〗
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□〗

＼
 

¥ ¥ "'SE101掘形

追加トレンチ

※トーン部分は、黎溝を示す。

※黎溝と SElOlに切り合い関係が認められることから、
近現代に帰属する当遺構面の中でも、先後関係が看取される。

※黎溝の走向方位は、地形変化に左右されているのではなく、

金津山古墳後円部周濠の平面曲線に沿っている。

゜
2m 

第11図遺構面 1平面図 1 /80 

6.5mを測る。断面形状は、実測したセクションベル

ト部分のみ検出面から緩やかに落ち込むが、他の箇所

は外堤から垂直に近い角度で30cmほど落ち込んだ後、

やや波打ちながら緩やかに底面に向けて移行する（第

19~21 図）。

周濠の埋土と堆積環境など、各層の性格については

基本上層に記したため（第 6図）、ここでは総論的な

ことを扱いたい。まず、大別の①～⑥層の性格と堆積

年代を示すと、以下のようになる。

①層•••近世以降に墳丘裾まで耕地として利用するため

に、やや窪んでいた周濠部分に乗せられた置

土 ・客土。
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②層••中世～近世に堆積・埋積した層 。 ある一定のレ

ベルで植生が観察でき、開放状態が断続的に

あったと考えられる。また、ブロック土を含む

層もあり、当層埋積期間内に人為的に埋められ

たと考えられる。既往の調査でも、中世段階に

は可耕地化の波に押され、周濠が廃絶したとい

うデータが得られており、今回も矛盾をきたさ

ない。ただし、②層内で中世と近世を弁別する

ことはできなかった。

③層..中世に外堤側から流入したブロック土。中世須

恵器片に混じって埴輪片の出土量が増す。③層

内に埴輪片を含むことから、外堤に埴輪が立て

られていたことが推測できる。ただし、削平を

受けているためか、外堤部検出面では埴輪樹立

痕や布掘り痕は検出していない。

④層••墳丘崩壊の兆候を示す埋土。 底面から 30cm程上

に堆積しており（第6図）、埋土の中では転落

葺石・埴輪片をもっとも多く包含する。

M.N. 

卜

96m 

9.5m 

9.4m 

9.3m 

0 2m 

※等高線は、 10cm刻み

で測誠した。

第12図 周濠平面図・等高線測量図 1 /80 
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第13図 B区周濠葺石出士状況平面図 1 /40 

⑤層・墳丘構築時 (5世紀後半）に近い堆積土。澱水

堆積を示す。出土した葺石・埴輪片は後世に沈

み込んだ混入と思われる。

⑥層••墳丘構築直後の堆積士。澱水堆積を示す。

これらを概観すると、墳丘構築時には水濠であった

と思われるが、④層堆積時には滞水しておらず泥湿地

の状態であったことが推測できる。また、浚渫された

形跡が観察できないことから、中世まで墳丘・周濠が

崩壊しながらも放置されていたことがうかがえる。

葺石 岩質はおおむね六甲花尚岩である。法量・重

さの測定は現段階ではしていないが、基本的には15-

20cmを測る亜角礫である。管見のかぎりでは、やや長
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楕円のものが多いように感じる。石を墳丘面にはめ込

む都合で意図的に選択しているのかもしれない。 30cm

前後のものが少量出土しており、これらは墳端をめぐ

る基底石になると思われる（第13・23~25固）。

外堤 ベースは、大阪層群（洪積層）を削出して構

築されている。外堤削平面では、古墳時代にともなう

遺構は検出されなかった。盛土の有無については不明

である。

(5)遺物

出土した遺物の総数は、 27Q容量のコンテナにして

11箱を数える。種類は、瓦 ・陶磁器・須恵器・土師器・

埴輪・鮮石などがあり、その大半が葺石である。ここ

では、埴輪を中心に記述していく。

埴輪の種類は円筒埴輪のみであり、前方部や後円部

墳丘調査で出土した形象埴輪の類は出土しなかった。

朝顔形円筒埴輪に復元できそうな個体は、若干ではあ

るが確認できた。周濠内で出土したものの保存状態の

良好なものは少数で、器面の摩耗は著しい。おそら

く、土中の保存状態というよりは、金津山古墳に供給

された埴輪自体の質によるものと考えられる。つま

り、製作段階における焼成条件、焼き締めの度合いが

若干甘かったと考えられる。

今回出土した円筒埴輪は、総じて、胎土は 2mm以下

の白色砂粒を含み、比較的良質な土を選択しているよ

うである。全体的に、浅黄橙色を呈し、無黒斑であ

る。数点に限っては、胎土の異なるやや褐色を呈する

ものを含んでいる。また、器面に赤彩を塗布するもの

が散見される。内面調整は、基本的にナデによって仕

上げられるが、ハケの痕跡がみられるものが数点含ま

れる。外面二次調整は、上記したとおり、観察条件の

整った資料は少ないが、 Be種ヨコハケが主体を占める

ようである。タガの断面形状は、台形を呈するもの

と、やや退化したと思われる三角形や不整形の突出度

の低いものがみられる。スカシ孔は、円形と判断でき

るものが数点確認できた。編年的位置付けとしては川

西編年W期、 5世紀後半であろう 。（第27・28図）

既往調査で出土した円筒埴輪の内、全形を推測し得

る資料を参考にすると、本墳に樹立していた円筒埴輪

は、 4条突帯5段構成のものを原則とし、ヨコハケの

細分では、 Be種 ・Bd種のものが目立つようで〔白谷・

森岡絹2008〕、第2地点周濠底面直上で出土した田辺

編年TK23型式〔田辺1981〕の須恵器杯身と触れ合う

時期の埴輪群と言える〔森岡1988b〕。

4. 小結

以上、金津山古墳の構造・施設の一端が明らかと

なった今回の調査地点の諸成果について報告してきた

が、以下であらためて総括を試み、調査地の取り扱い

などについても述べておきたい。
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第4節金津山古墳（第12地点）

芦屋市内 2番目の規模を有する前方後円墳（全長55

m) の金津山古墳については、昭和60年の周濠調査

（第 1地点）以来、たびたび調査のメスが加えられて

いる。第2地点の成果はとくに大きく、前方部の存在

が判明し、出土埴輪類からその築造時期も 5世紀後半

であることが確定した。後円部についても 1本ながら

トレンチ調査が行われており、埋葬施設の態様が予測

し得るようになった。

今般調査を行った第12地点は、後円部北東側に位置

し、後円部周濠が完周することを前提とした事前調査

の性格をもって実施されたものである。調査した結

果、幅6m弱以上の周濠が検出され、その堆積土を分

層発掘することによってさまざまな所見が得られた。

周濠の検出地点は、第 3図を見て明らかなように、

第1・6・9・12地点とトレンチを図示しなかった第

2・10・11地点におよび、ほぼ完周することが追認さ

れた。周濠は③層堆積時点で瓦器・瓦質土器や陶器を

含み込み、第12地点では中世後期の段階において、底

から70cm程度の堆積が進行していたとみられる。

④～⑥層は古墳時代の遺物が中心となり、流入した

埴輪を比較的多く含むことから、築造後、古代に至る

までに埋没が進んだ周濠の初期堆積と考えてよい。周

濠はこれまでの発掘調査や試掘調査でも空濠が水成化

していく早い過程で埴輪や須恵器の出土を見ており、

第12地点のトレンチ調査でもほぼそれを裏づけること

ができた。

さらに、平成19年度 (2007・2008)に調査された第

17地点では、墳丘北西部で二重周濠（外周濠）の存在

が確認された〔白谷・森岡絹2008〕。

出土埴輪は、川西宏幸氏編年の第w期に比定し得る
もので〔川西1978〕、近傍の打出小槌古墳出土埴輪に

おそらく先行する。翠ヶ丘古墳群における本墳の位置

づけについては、伊丹市御願塚古墳など、周辺地域に

存在するほぼ同時期に築造された帆立貝形前方後円墳

同士での比較考証が今後さらに必要であり、打出小槌

古墳との系譜関係も問題となろう。

金津山古墳の所在する標高7-llmの翠ヶ丘丘陵上

には、三角縁神獣鏡を含む銅鏡数面を出士した有数の

前期古墳である阿保親王塚古墳があり、本墳に後続す

る打出小槌古墳を含めて同丘陵上において、ある程度

首長系譜がたどれる。阿保親王塚古墳までは、神戸市

東部海浜に点在する前期古墳の西求女塚古墳・処女塚

古墳・東求女塚古墳・ヘボソ塚古墳などと同列に考え

てよい築造動向が存在するが、中期後半まで下って時

間的ヒアタスをもつ金津山古墳や打出小槌古墳の築造

は、芦屋地域における大王墓時代を迎えて以降の新し

い動向である。

周辺では、前述した狭溢な神戸平野の前期古墳群地

帯に中期後半から築造を開始する住吉宮町古墳群が存

在し、既に総数100余基におよぶ確認数がある。これ
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らは横穴式石室のみを埋葬施設とする六甲山地南麓部

の群集墳よりは 1世紀近く先行して営まれたもので、

密集度も著しく高く、墓域構成にも規則性が認められ

る。最近では横穴式石室墳からなる一群も見出されて

おり、大阪府長原古墳群と酷似したタイプの平野部立

地の群集墳といえる。 6世紀前葉築造の住吉東古墳

は、帆立貝形の小規模前方後円墳でありながら、その

中にあっては盟主的位置を占めており、同様な兆候は

周辺の試掘データから推察すれば、この翠ヶ丘丘陵上

にも金津山古墳との関連でその存在を予測し得るよう

になった。

遺構面 1 の近世以降の井戸• 生産遣構（水田跡）に

関しては、『摂津名所図会』（寛政8年、 1796年）では

視認できない墳丘裾際までの生産域としての士地利用

を確認することができた。当地点周辺（後円部、墳丘

北側）の黎溝は、他の方形区画の水田跡でみられる一

定方向の黎溝ではなく、後円部や周濠の曲線に沿って

ひかれていたことが推測できるに至った。

最後に、本地点では、地権者のご厚意もあって、周

濠幅やその堆積構造を得るためのトレンチを延長させ

ていただいた。これがなくば、まことに不十分で形式

的な調壺に終わったと考えられるが、周濠断面の情報

など最低限の基礎資料を記録に取ることができ、一定

の成果があったといえる。

今後の取 り扱いとして、調査区基底にあわせて工事

深度を守っていただくよう指導するとともに、適宜、

工事立会を行った。 （坂田・森岡）

第14図遺構面 1 (北東上方から）

第18図周濠検出状況 第19図周濠完掘状況 第20図 B区完掘状況
（北西から） （北東から） （北東から）

第21図 周濠断割状況
（北東から）

第25図 埴輪 ・葺石出土状況

第22図 セクショ ン
（南東から）

第26図埴輪出土状況 第27図埋土②層出土埴輪 第28図埋土④層出土埴輪

-42 -



第3章 まとめ

第 1節 平成15年度の調査成果の特徴

本書に収載、報告した 4遺跡4地点は、これまでに

それぞれ異なった発見の契機と調査履歴、調査内容に

i張る様々な特徴を有している。

芦屋廃寺遺跡は、白鳳期に遡る古代寺院を中核とす

る複合型の遺跡で、それ以前には縄文・弥生・古墳時

代の集落遺跡が存在し、古代以降には芦屋廃寺の後身

を継受する中世や近世の寺院や生活跡が営まれてお

り、遺跡の平面・立面構造は互いの遺構の相補関係も

手伝って複雑な展開をみせる。当該年度に対象とした

第89地点は寺域中枢と関わる要所と言える。間接的な

がら、調査結果にもそれは反映していると考える。

寺田遺跡の第171地点は、遺跡範囲の中心部に位置

するが、東川以東にあって東部の様相域の一角に属す

る。最も調奇件数の肥大した遺跡の一つであり、縄文

時代から始まるその複合性はエリアに傾向を示しつ

つ、江戸時代へと至るボリュームが認められる。これ

までにも郡司層と係わる墨書土器や皇朝十二銭、中世

では華南産の外来土器など、貴重な遺物が出土してお

り、小面積の調査からでも大きな成果を得ている。ま

た、平成12年度から実施されてきた山手幹線に伴う事

前調壺では、市内では唯一面的な変遷動態が認知でき

る調査所見が出ていることも大きな特徴である。第

171地点の調査概況も遺構面数、遺構検出数共に、こ

うした動向と大きく抵触するものではない。

清水遺跡は阪神・淡路大震災の復興調査において新

出した遺跡の一つであり、当時倒壊家屋などの被害の

大きかった地域に存在する〔森岡 ・竹村2000〕。第22

地点はその南縁部にあって、南方に所在する津知遺跡

の様相に近い所見が得られたことを特徴の一端とす

る。また、中期に属する金津山古墳は、馬蹄形周濠を

有する市内ではナンバー 2の前方後円墳である。現

存では、市内最大の墳丘を誇る。全長55mの帆立貝形

を呈するものであり、 5世紀後半の築造と推定され

る。第12地点では周濠の完周が追認されており、濠内

の堆積過程も墳丘の崩壊と士地利用を示すこれまでの

調査成果と概ね整合するものであった。

以下では、報告のまとめを兼ね、既往調査との関係

を若干ながら紹介しつつ、焙られ析出された課題と目

されることなども簡潔に述べておく。 （森岡）

第2節 芦屋廃寺の寺域と諸施設の広が
りについて

第116次の多きに達する芦屋廃寺遺跡の調在では、

草叢の環境下にあって常に古代寺院跡の寺域中枢の正
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確な範囲が追い求められてきた。堂宇が並び建つ中心

伽藍が既に市街地と化した廃寺の宿命でもあり、手探

り状態で隔靴掻痒の感を抱きつつの調査が繰り返し続

けられてきたのである。驚異的に変貌した街角なが

ら、今回事前調杏の対象となった第89地点でもその観

点からの調査が必要であり、遺構の不在から異を唱え

る向きもあろうが、結果として遺物相からは伽藍の内

に入ることが想定できる微証を得たと言える。

幾多の物証から招提の要をなす郡寺の性格を色濃く

帯び、 「兎原寺」の本称さえ予測されている仮称芦屋

廃寺の場合〔森岡2008a〕、寺地をどのように定めたか

が第一に問題となろう 。傾斜著しく起伏に富む芦屋川

扇伏地に建立された芦屋廃寺の場合は、選地の必然性

や公然性が他律的なのか、あるいは自律的なのかが先

ず気に掛かるわけであり、そのことが造寺諸施設の機

能とも不可分な関係にあることは言うまでもない。

常識的には寺院の中枢施設は金堂と塔であり、僧徒

の起居する僧房の造営も伽藍の建設工事の中では率先

して早い段階にスタートしていることが推測されてお

り、仏陀の舎利を祀るという施設としての根源に帰れ

ば、塔と僧房とが建立の初期に不可欠な施設であるこ

とは全うな理解である〔森1998〕。ただし、仏像と経

典が璽視される日本古代寺院の独自性、列島的な常則

から察すれば、金棠建設の先行は伽藍の中心たるべき

ものであり、最も古い軒瓦が所用されるエリアがその

候補地となる。また、著名な奈良県下の飛鳥寺や創建

法隆寺（若草伽藍）、額安寺などの伽藍中軸線は寺域

と思しき領域の西側に偏在する事実があり、斑田図な

どに描かれている倉・食堂・竃屋・馬屋などの付属施

設が東半域に遺存するような変異が早くから窺える活

動維持の経営形態は、中央寺院の動向とは言え、大い

に参考とすべきであろう 。しかし、そもそも平地を選

んでいない芦屋廃寺の場合は、山寺とは言えないまで

も地形に即応した寺域の階段状の造成とその後の造営

工事のプランニングが変則的にならざるを得ず、現状

では寺院付属施設の北側重視の配備という処遇も捷速

な推定の域内には入る。

さて、苦屋廃寺の中軸線が正南北を採っているらし

いことは、 B地点や第62地点の建物遺構の東西配置や

現行土地割とは異なる創建期の古地割の存在から頷け

るが、当地域における奈良時代と平安時代後期以降

の土地割の変容についてはしばしば論議してきたと

ころであり〔森岡2001、森岡 ・坂田編2004、竹村編

1999〕、言うなれば、建物の本義から自然地形重視ヘ

の移行が容認され、さらに言えば、交通諸幹線の設定

がその変化を先取りしていたものだろう 。

今回の調査地点は、 1-3次やB地点 ・62・75地
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点など軒瓦出士量の顕著な枢要部と関係する場所と言

え、本来は寺院施設、付属建物の存在も考えられてよ

い。寺域中枢は現状地形にも端的に表れており、西30

m付近で西限を想定し得る低位段丘崖の伏在線があ

り、以西における関連瓦の検出数の急減がそれを反映

している。ただし、この地点周辺では後世の土地利用

により、既に損傷を被っている可能性も高い。（森岡）

第 3節 芦屋川扇状地の発達と衰微をめ
ぐる寺田遺跡の推移

寺田遺跡は、前述したように、市内では最大面積を

誇る集落遺跡であり、これまでに各地点において縄文

時代から江戸時代に及ぶ各期の遺構・遺物のいずれか

ないしはすべてが確認されている有力な複合遺跡であ

る。阪神・淡路大震災後、都市計画道路山手幹線街路

事業に伴う発掘調査が神戸市と芦屋市との間に事務委

任する形態を採って幹線道路の復興に絡む事前調査が

実施されており、平成12年度から平成21年度の約10年

間の発掘成果には目を睦るものがある。それらは毎年

度末に報告書として公刊されており、総集編や最終盤

段階の芦屋市教育委員会による調査を含め、既に 8冊

に達している〔前田・平田・中居2002、前田・千種・

佐伯・ 平田・中居2003、前田・石島 ・中村ほか2004、

川上 ・阿部 ・中村2005、安田編2006・2007、安田・山

本編2008、竹村・守田編2009〕。したがって、この遺

跡が生活環境の選択を時代や細別された時期ごとに鋭

敏に行い、結果としてその立地特性がある程度掌握で

きたことは幸いであり、それらが最新の地形分類（辻

2003、辻ほか2002) とも照応する点は無視できないと

考える。すなわち、芦屋川の右岸域では、東川以東に

厚く堆積する沖積扇状地中位面構成層が認められ、弥

生時代中期初頭頃を下限として形成されており（第II

様式の遺構・遺物を第55・95・127・130地点などで確

認、検証）、東川と直交する左岸側の西向き開析支谷

はその土壌化年代から弥生時代終末期 (VI期）以降に

堆積環境の安定化を獲得する。他方、東川以西におい

ては、弥生時代前期に既に生活に適した土地条件を満

たしていたことが判明している。人々はより良い住環

境を求めて東川を超えた移動を行ったと考えられ、よ

り微高地を目指して芦屋川の方向へと生活高度を高め

たとみられる。分岐集団としての存在形態を示す中期

後半、 N-3段階凹線文土器盛行期（寺田遺跡第55・

130地点、月若遺跡第12・18地点、芦屋廃寺遺跡B地

点など）と一線を画する。弥生時代後期から鎌倉時代

にかけての居住域の複合化現象はひとえにこの膨らむ

扇央面高位部への執着に他ならず、水田化を図る以前

に広がりを必要とする居住域の選別が水利とは無関係

に高燥な土地に向かったことは至極当然の成り行きで

あったと思われる。
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翻って、弥生前期以前は芦屋川自体が扇状地の形成

に及ぽした堆積物の供給活動を分散化させ、本川機能

としての扇縁 ・扇央化が長期間停滞していたとみら

れ、その部位には逆に篠原式期を含むそれ以前の安定

度の高い生活面が確認されている（寺田遺跡第120・

121・122地点、芦屋廃寺遺跡B地点）。今や集団間の

系譜的連続性を問うことは困難であるが、少なくとも

縄文晩期前葉の在地集団に対して、伝来してきた弥生

前期後葉の初期農耕集団が芦屋川右岸扇状地形成の不

安定な東半域の自然環境を意識的に回避しつつ、東川

以西の低位部での居住空間の確保に向かわざるを得な

かったことは、受容地点に所在する北青木遺跡成立以

降の沖積地奥部への開田化の態様の一端を示している

（寺田遺跡第 1・16・17・20・27・133・142・151・

152・153・168地点など）。

古墳時代前期以降、中期の末にかけては、弥生時代

後期後半の動向を受け継ぐ形で月若遺跡の動態と一体

化した動きをみせる。耕地の近接化と共に届住域の固

定化がより一層進んだものと思料され、集落形成から

差別化された放棄地のありようが今後の課題として残

されている。特箪すべきは、古墳時代後期以降、飛鳥

時代にかけて、居住域が再び東川を超えて西への展開

を著しく見せ始めることである。続く奈良時代にもそ

の傾向は踏襲されるが、居住域の中枢は扇央のより西

側に収束する動態を示す。これらの集落は背後の城

山・三条古墳群の生成と被葬者の析出を促した累世的

な特定上位層を包摂する集団であったろう。

典味深い点は、鎌倉時代に入ってからの動きであ

り、再度、東川以東への偏在性が看取される（寺田遺

跡第40・95・117・118・119・127・130・132・139・

141・166・167地点、月若遺跡第18・19・70地点など）。

とくにその最初期では、第117・118・119・139地点を

要とするより東部に開発期の建物群が比較的密集して

営まれたことが判明しており、それらは東川以西の六

条遺跡の該期の建物群や園池遺構ともおそらく併存す

る存在であり、その居住階層の性格が注目される。こ

れまでの調壺を概括してみても、寺田遺跡からは際

立った外来系の中世遺物が出土しており（滑石製石鍋

II類や中国磁窯産黄釉鉄絵盤）、遺物相から想定し得

る社会階層は秀でたものであり、より広域な分析や研

究を必要とする。

今回の調査個所は、芦屋川右岸扇状地の扇央から扇

縁にかけての地域であり、第 1遺構面の所見からは鎌

倉時代以降の居住域の大きな進出は認めがたく、これ

までの出土傾向を傍証する。 第2・3遣構面の様相

からは、飛烏・奈良• 平安時代段階の生活相の充実が

窺える所見であり、須恵器を伴出しない第4遺構面で

は、 II区において方形プランの竪穴住居跡 1棟を検出

する成果があり、古墳時代前期と想定される居住域の

広がりが追認できた。



以上の粗述で明らかなように、寺田遺跡を中心とす

る芦屋川・東川扇状地上の遺跡群は、就中、堆積性の

芦屋川扇状地の発達過程とその盛衰が密接な関係にあ

り、本川流路の固定化以前の網状流による土砂供給と

河川水の伏流状況、透水力、浸透力の加減などに基づ

く生活表層の変貌が複雑に目的や役割を異にした人の

営みに制約をつけ、展開の場に変更の要因を与えてい

る。自然環境の大きな変化は、一先ず下刻作用を伴う

東川の東西で生じており、その掃流力の転動や乱流、

土石流による表層地形の変化に即応して生活基盤の急

激な転移や離脱が看取される。その間には小寒冷など

気候変動を挟むことも予測され、上記してきたような

扇状地面での不規則な居住集団の頻繁な移動の背景を

探るには、多岐に亘る諸因子の解析を必要とする。西

方に展開する東川扇状地は扇面同士が重合した複合扇

状地の典型ではなく、その供給に偏りをみせる土砂運

搬量は芦屋川の比ではない。この川の流水制御が強固

に働く室町時代後半期には、むしろ生活供給用水とし

ての役割へと傾斜、転換し、一部神戸市域をも含む下

流域の近世村落の田畑を潤すことになった。 （森岡）

第4節 墳形・周濠形態からみた金津山
古墳の特質とその追認

市内東部の打出の地、翠ヶ丘丘陵上に立地する金

津山古墳は、芦屋市を代表する前方後円墳の一つで

あり、前方部の取り付く方向から、海を意識した古

墳であることが主張されて久しい〔西谷1974、森岡

1995〕。それは前後して新しく確認されたいま一つの

前方後円墳である打出小槌古墳の時期や態様が判明す

るにつれ、より一層意味深いものとなっているし〔森

岡1986・1987・1992・2008a、白谷2008〕、古墳から捉

えた当地域の政治史的動向の究明は逼迫している課題

でもある。金津山古墳は問題のない狭義の帆立貝形前

方後円墳であり、遊佐和敏氏の定義する後円部径の 3

分の 1以上の前方部長を有し〔遊佐1988〕、櫃本誠一

氏による「前方部長が後円部径の 1/3、幅が 1/2

程度の一群」に属し、「前方後円型の帆立貝形古墳」

の範疇を満たす〔櫃本1984〕。また、後円部直径の 1

/8を基準単位とする古墳築造企画論を打ち立てた石

部正志• 田中英夫• 宮川渉・堀田啓一の諸氏は、その

区数による区分論を展開し、突出部5~8区型を定形

的な前方後円墳、 1~4区型を帆立貝形古墳に分類

し、 1・2区製に関してはその名に適合する典型墳と

して把握したが〔石部・田中・宮川・堀田1979〕、そ

の適否は追認されるところである。

他方、金津山古墳について、主丘部直径または一辺

の24等分値を基準単位とする作図法による築造企画論

を試行する沼澤豊氏〔沼澤2006〕は、残る前方部を検

出して全体像が復元された〔森岡・辻2000〕の報告数

第4節 墳形・周濠形態からみた金津山古墳の特質とその追認
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値から、主丘部径30歩 (41.lm)の規格で、突出部長

8単位、幅10単位との評価を与え、同時に古墳造営尺

の1尺が22.9cm、6尺=1歩=1. 37mをもって使用さ

れたことを主張している。また、用語も前三者とは異

なって、主丘部・突出部の呼称を敢えて貫く。

本地域では築造時期 (7期）や規模が比較的似る伊

丹市御願塚古墳の設計企画が金津山と同じ主丘部径30

歩の規格で大突出部長6単位の事例となり、先端部幅

は10単位で金津山古墳と同単位数を数える。金津山古

墳より分かりよい周濠は主丘部の背後で幅4単位の可

能性が説かれており、前面も同単位数を示唆する。金

津山古墳の場合、前方部と呼んだ削平部の前端部分周

溝幅は残存幅が3m前後しかなく、御願塚古墳のあり

ようとは著しく異なるが、後円部周濠の 4単位とする

想定は参考になる。また、一部にせよ二重目の濠ない

し溝が報告されるにおよび〔白谷・森岡編2008〕、築

造企画については、古墳の総長をも射程に入れた総合

的理解も不可欠であり、この古墳の構造や設計理念を

めぐっての課題は少なくない。

第12地点では、完周する濠の断面図の一部を測図で

きたが、このたび比較の意味から、他地点の公表図と

ともに第 1・2図を作成し、便覧に供した。墳形は変

形し、周濠の本来の肩も随分削平を受けていることが

予測されるが、周濠の底のレベル自体にもT.P. 値7.7 

-8.8mの差違が認められることが判明する。また、

本墳には前方部とは別に造り出しが付設されると考え

ているが、出士した須恵器（器台・壷など）や器財埴

輪から窺われるものであり、その要所の発掘調査は今

後不可欠と思われる。また、他地域の帆立貝形古墳で

比較検討すべき資料も多々認められ、大阪府供養塚古

墳 (7期）、井ノ奥4号墳(7期）、蕃上山古墳(8期）

などは、馬蹄形周濠を有するのみならず、築造時期も

互いに近接するため、細部にわたっての照合の価値が

ある。今後の主要課題となるだろう。

周濠については、基本形態の把握と二重目になる浅

めの濠ないしは外周溝の存在がある。第17地点で確認

された外側の周溝は、然程盛り土を行わない外堤の外

周端に区画的な溝を掘るような態様のものである可能

性も強く〔白谷・森岡編2008〕、堤上における疎らな

円筒埴輪の樹立は考えられてよい。既往の調査におい

ても、本周濠の外側からの流入を明確に示す転倒埴輪

類の出土状態を確認している。また、渡り堤の存否や

造り出しの基本形態など、これまで行われてきた調査

内容では明らかにし得ていないことも多い。後円部墳

丘の構造確認調査〔森岡・和田・後神1990〕によ って

明証が得られたことであるが、墳丘第二段以上の盛土

部分には、大阪層群構成土とともに粘性度の強い黒褐

色の弥生遺物包含層が利用されていた。金津山古墳を

乗せる台地の端は、すぐ東側で丘尾的に終わって急激

に深くなる谷状地形が展開するため、起源となった弥
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生時代前期の遺跡は、集落としてこの低所地近辺に展

開する蓋然性が大きい。実際、金津山古墳の周濠内遺

物には、遠賀川式土器に伴う太型蛤刃石斧や方柱状片

刃石斧など典型的な大陸系磨製石器類も出土してお

り、生活遺品全体が築土素材の包含層ブロックとして

包括的に移動している形跡が認められる。周濠掘削土

で追いつかなかった墳丘盛士の供給がやや離れた場所

でも行われ、同時に盛土の築成に相応しい混用土の選

択が意識的になされたものとみられる。基盤層である

大阪層群は、鮮新世の末期から更新世にかけて形成さ

れた第四紀の気候変動をも示した地層であり、本墳の

立地する翠ヶ丘台地の基盤地質として広く分布する。

粘土・シルト・砂・礫と海成粘土層から成り、火山

灰層を挟在させる (MaO-Mal2層）。土質自体が多

様な大阪層群は元来、単独では古墳盛土として最適な

ものではなく、墳丘構造を保つ工夫の一つとして混成

土を案出、周囲にも採土選別の触手を及ぱし、粘着性

の強い有機質上の必需量を想定の上、一定量搬入した

ものと思われる。葺石の調達に関しては、近在の河川

に豊富な円礫は少なく、同転円磨の著しい海浜部の打

ち上げ礫が運び込まれた可能性が高い。これはかつて

打出小槌古墳の発掘調査に際し、奈良県立橿原考古学

研究所共同研究員の奥田尚氏からご教示頂いたことで

ある。葺石に認められる黒雲母花尚岩以外のチャート

や砂岩・泥岩の類が宮川水系よりも芦屋川水系に由来

するものが多いこともその証左となりうる。古生層系

の礫種が認められることから言えば、少なくとも標高

150m以上の六甲山地前山に起源する礫が一旦芦屋川

を流下した後、湾岸を浮遊して再度打出浜に寄せられ

たことは考えられてよい。今回の調査結果もそれと抵

触をきたさない葺石が含まれていたと言える。

さて、金津山古墳の築造された時代は、和泉・河内

の百舌鳥古墳群、古市古墳群で超大型前方後円墳が

次々と築かれた所謂「倭の百王」の時代に匹敵する。

紀元400年前後からは、大王墓として上石津ミサンザ

イ古墳（履中陵）、誉田御廟山古墳（応神陵）、大仙古

墳（仁徳陵）、市の山古墳（允恭陵）、土師ニサンザイ

古墳などが継起的に営まれており、外部構造の特殊要

素として二重周濠ないしは外堤区画溝を持つ金津山古

墳の中央直属的な被葬者も畿内王権の膝下で倭国の軍

事編成の末端を掌ったと考えられる。筈窯焼成の技

術、 Bb種 ・Be種ヨコハケの導入初期に築造を見た誉

田御廟山古墳 (TK73梨式段階）は、他を凌駕する圧

倒的な姿、規模を大阪平野に誇示し、以後の大王権力

の一統の成長と安定度の高さを窺わせる。金津山古墳

に所用された円筒埴輪採用ヨコハケは多様であるが、

Be・Bd種を主体として、古い手法を一部引き連れて

いる。 TK208までは遡らぬ伴出須恵器の実情から察

すれば、この古墳の築造時期も一定の枠組みの中には

入り込む。 5世紀の畿内王権は、『宋書』夷蛮伝に登
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場する讃・ 珍・済・ 興・武の五王の系譜や大王の王統

譜に現れた父子や兄弟相承の混在型の皇位継承形態の

世襲化が図られ、権威・権限の行使の徹底と専有化が

名実共に実修されており、数々の古墳副葬品にも政治

的威信を伴う品々が下賜されている。東アジア世界に

おいて、倭国は鉄素材の入手や覇権を求めて対外関係

の深化や軍事的活動を行い、直轄支配下の主要首長層

も政治的手腕を振るったものと思われる。金津山古墳

の埋葬施設は目下未発掘であるが、周濠をはじめ外部

構造の周辺確認が進んできた現在、公開・活用に向け

た環境整備とそれに伴う学術的な主体部調査も不可欠

であり、上記してきたことの裏付けのためにも、より

具体的資料による立証を待たねばならない。 （森岡）

第 5節むすび

当該年度に発掘調査した 4件の所見について、グ

ローバルな視点から総括を試みた。それぞれの遺跡が

諭している時期的な変遷や性格が顕在化するのには、

さらに時間を要するものとみられるが、既往のデータ

を十分索し、活用しつつ、随所に史眼を光らせ遺跡間

の関係性にも目配りした地域史の物証としての埋蔵文

化財の保護を、今後も毅然として断固目指せる自治体

であらねばならない。

末筆となったが、市内の遺跡調査でかねてより大き

な課題としてきたことを吐露しておきたい。その最た

ることが過去の調査でまま見られた焼土や、黄色粘士

塊、炉壁状の残骸など、用途不詳のまま、等閑にして

きた火化遺構の再検討であり、状況証拠を保持した鍛

冶工房施設の存在とその後世段階の削平を中心とする

損壊など、個別に疑ってみる必要がある。とりわけ

「地上式建物系鍛冶遺構」〔村上2007〕タイプの鍛冶

専用施設は、立面的な本来あるべき姿の大部分を既に

失っているだけに、調査者自体の問題意識や認識の度

合いが問われるべき事態であり、常に前向きな研鎌が

要求されよう。これらの検証に不可欠な鍛冶関連遺物

の検出、輔羽ロ・鉄滓 ．粒状滓・鍛造剥片・燃料残

滓・製品などの把握は基層的なも のであり、それぞれ

の性状理解に努める経験を積んでおくことが必須であ

る。村上氏が力説するように、日本列島においては、

古墳出現期以降に広い範囲で高温鍛冶技術を獲得して

おり、古墳時代後期以降には、高温・低温操業など併

設機能分化的な仕分け、すなわち、切断・折り曲げ・

鍛延などの簡易工程から底度な精錬鍛冶工程までを含

み込んでいる蓋然性は大きい。寺田遺跡、月若遺跡、

芦屋廃寺遺跡などでは、 6-9世紀段階の遺構も頻出

度が高く、各遺跡のどのエリアが手工業生産の工房域

になるか、鍛冶関連施設が卓越するのか、透徹した洞

察力も養って、向後の遺跡調査と真剣に取り組まねば

なるまい。 （森岡）
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発行年 月 日 2010年（平成22年） 3月31日

所ふ収り遺が跡名な 芦あし屋や廃はい寺じ遺いせ跡き （だ第い89地ちて点ん） 発掘調査担当者 森岡秀人 ・坂田典彦

所ふ り在が 地な 兵ひょ庫うこ・県けん芦あし屋やし市にし西やま山ちょ町う156番ばん地ち
/ 

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分14秒 135度29分97秒 20031104-20031125 68 5rrf 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芦屋廃寺遺跡 集落跡 古墳時代
土坑

弥生土器・土師器・須恵器・古代～ 瓦当（聖武朝期の重圏文軒丸瓦）検

（第89地点） 寺域 古代 近世の瓦 ・近世陶磁器 出。

要約
芦屋廃寺中心域に近接する本地点では、該期の遺構こそ未検出であったが、重圏文軒丸瓦など増築や葺き替えを示す遺物

が出土した。
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所ふ収り遺が跡名な 寺てら田だ遺いせ跡き （だ第い171地ちて点ん） 
発掘調査担当者 竹村忠洋・白谷朋世

所ふ り在が 地な 兵ひょ庫うこ県9けん芦あ屋しや市しに西しあ芦しや屋ちょ町う28ば番ん 1 

コ ド 北 緯 東 経 調資期問 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分31秒 135度29分78秒 20040130-20040227 41 7rrl 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

寺田遺跡
集落跡

弥生時代後期後半 竪穴住居・土坑・溝・
弥生土器・土師器 ・須恵器

弥生時代後期～飛烏時代の遺構を多
（第171地点） ～中世 ピット 数検出。

要約
弥生時代後期後半～終末期の竪穴住居、飛鳥時代の柱穴群など、平安時代前半を下限とする濃密な遺構の分布を確認した
ことから、当該地が寺田遺跡の中心部に位置することが明らかになった。

所ふ収り遺が跡名な 清しみ水ず遺いせ跡き （だ第い22地ちて点ん） 
発掘調査担当者 森岡秀人・坂田典彦

所ふ り在が 地な 兵ひょ庫うこ県けん芦あ屋しや市しし清みず水ちょ町う104番ばん地ち4 

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分36秒 135度29分75秒 20030630-20030708 33 72面 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種別 時 代 主な遺構 主な遺物 特記事項

清水遺跡
生産遺跡 中世

黎溝
土師器・須恵器

津知遺跡とも関連する中世の耕作遺
（第22地点） 自然流路 構を検出した。

要約 中世の耕作地（黎溝）と中世に埋没した自然流路を確認した。

所ふ収り遺が跡名な 金かな津つや山ま古-ふ墳ん （だ第い12地ちて点ん） 
発掘調査担当者 森岡秀人・坂田典彦

所ふ り在が 地な 兵ひょ庫うこ県＇けん苦あ屋しや市しか春すが日ち ょ町う149番ばん地ち l 

コ ド 北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

＼ 
34度73分30秒 135度31分63秒 20031208-20040130 117 34rri 個人住宅建設

28206 

所収遺跡名 種別 時 代 主な遣構 主な遺物 特記事項

金津山古墳
古墳 古墳時代 周濠

井戸瓦 ・陶磁器 ・須恵器・ 土師器・ 5世紀後半の築造と周濠形態を追認
（第12地点） 埴輪・葺石 した。

要約
本地点は後円部北東側に位置し、後円部周濠が完周することを前提とした事前調査を実施した。その結果、幅6m以上の
周濠が検出され、その堆積土を分層発掘することによって、廃絶過程の一端を窺い知ることができた。
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